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有
料
広
告

月
12

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の

お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認

も
お
忘
れ
な
く
！

12
月
29
日（
土
）・30
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
月
）・
２０
日（
木
）・
２７
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
木
）・
18
日（
金
）・
30
日

（
水
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
６
期・

介
護
保
険
料
６
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
６
期

納
期
限
は
12
月
25
日（
火
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

12
月
の
支
払
日

1
月
の
支
払
日

有
料
広
告

有
料
広
告

【予防法】　１.流行前の予防接種　２.手洗い　３.湿度を保つ　４.人混みを避ける
【咳エチケットを守ろう】　咳やくしゃみが続く時、する時は…
●必ずマスクをします。透過性の低い不織布製のマスクが◎
●ティッシュペーパーなどで口や鼻を押さえ、他の人から顔をそら
　して１～２ｍ以上離れましょう。
●鼻水や痰はティッシュペーパーに出し、すぐにふたつきのゴミ箱
　に捨てて、手洗いをしましょう。
【治療】　インフルエンザにかかったかなと思ったら、早めに受診し
ましょう。熱が下がってからも２日間は出勤・登校、外出を控えます。
世話をする人はマスクをし、手洗いをしましょう。
●問い合わせ　保健環境課　保健予防係　☎82-5490

インフルエンザに備えよう

お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P16～P19
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P20～P22
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P16～P19
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P20～P22下仁田町下仁田町

広
報
２０１８年

月
広
報しもにたしもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０１８年

1212
No752

月月

Shimonita Pride in

町の人、自ら行う
予防消防

10月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

佐 藤　信　正

福 田　正　義

太 田　慶　一

堀 口　糸　江

（たづ子）

（里　織）

（　保　）

（博　之）

矢　川

下青倉

西野牧

栗　山

地　区
ご出産おめでとうございます

桐 渕　惟 人 　（陽祐・美幸）  小　川

（保護者）出　生　児
ありと

人口
　男
　女
世帯

（　 9）
（　 5）
（　 4）
（　 2）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,421人
3,660人
3,761人
3,310世帯

転入  8人/  出生 1人
転出  11人/  死亡 7人

（11月1日現在）

（10月中）

・・

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
土 屋　  徹　　　 （宮　室）
貫 井　奈津子　　（吉　崎）｛
田 村　  亮　 　　（旭　町）
大井田　琴　　　 （旭　町）｛

空気の乾燥シーズン到来
　『火の元確認』が一番の火災予防

空気の乾燥シーズン到来
　『火の元確認』が一番の火災予防

下仁田町消防団・消防署
「秋季消防点検」

下仁田町消防団・消防署
「秋季消防点検」

道の駅しもにた
リニューアルオープン
道の駅しもにた

リニューアルオープン

キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中
100円
1枚
2個まで

100円
1枚
2個まで

右記チケット提示で一から手作りの
  「手作りパン」通常200円以内⇒100円

手作りパン好評につき12/3～20まで手作りパン好評につき12/3～20まで
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平成30年度の上半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

町債

国庫支出金

県支出金

繰入金

各種交付金

その他

予算現額　 
10億1,895万円
1億4,447万円
12億9,021万円

8,552万円

収入済額　
3億7,910万円
6,021万円

6億2,142万円
1,878万円

収入率
37.2%
41.7%
48.2%
22.0%

支出済額　
3億5,173万円
3,956万円

5億0,661万円
1,651万円

支出執行率
34.5%
27.4%
39.3%
19.3%

0 5億円 10億円 15億円 20億円 25億円

　今年度の上半期（4月1日から9月30日）の財政状況を公表します。    
　一般会計の当初予算額は48億600万円でしたが、その後の補正予算（1億1,800万円）と前年度
の繰越事業分（歳入2億7,049万円）を合わせて9月30日の予算現額は51億9,449万円となってお
ります。

歳　入

特別会計
　 区 　 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

収益的収入および支出
2億7,621万円
1億 371万円
2億5,668万円
5,630万円

資本的収入および支出
8,817万円
3,358万円

1億6,778万円
8,194万円

　　勘定科目

収入

支出

予算
執行額
予算
執行額

平
成
30
年
９
月
30
日
現
在

22億8,122万円
15億5,515万円

8億3,649万円
4億7,796万円

4億5,348万円
6,387万円

5億7,880万円
0万円

3億5,746万円
4,880万円

2億0,004万円
1億0,680万円

2億0,166万円
0万円

2億8,534万円
1億2,953万円

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

51億9,449万円
23億8,211万円
45.9%
収入済額
予算現額

水道事業
給水世帯数　3,472世帯
予算の執行状況

収益的収入および支出
1億7,115万円
6,940万円

1億5,657万円
4,291万円

資本的収入および支出
3千円
0円

1億 500万円
1,241万円

　　勘定科目

収入

支出

予算
執行額
予算
執行額

ガス事業
供給世帯数　1,234世帯
予算の執行状況

町
が
経
営
す
る
水
道
・
ガ
ス
事
業
の
会
計
で
す
。

公
営
企
業
の
業
務
状
況

　
群
馬
県
内
全
市
町
村
で
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
、
個
人
住
民
税
の

給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
実
施
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
仁
田
町
に
「
平
成
30
年
度

（
29
年
分
）
給
与
支
払
報
告
書
」
を

提
出
し
た
事
業
所
に
「
総
括
表
」
、

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼
仕
切

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
例
外
と
し

て
普
通
徴
収
に
該
当
す
る
理
由
が

あ
る
場
合
は
、「
普
通
徴
収
切
替
理

由
書
兼
仕
切
書
」
に
記
入
の
上
、

「
平
成
31
年
度
（
30
年
分
）
給
与
支

払
報
告
書
」
、「
総
括
表
」
と
合
わ

せ
て
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
個
人
の
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
？

　所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
、

従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に
毎
月

支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
、
従
業
員

に
代
わ
っ
て
市
町
村
に
納
付
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　住
民
税
務
課
　

税
務
係
　
☎
82―

２
１
１
３

個
人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
実
施
の
徹
底
に
つ
い
て

　
往
復
は
が
き
の
案
内
状
が
届

き
、
出
欠
席
の
返
信
を
さ
れ
て
な

い
方
は
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
下
仁
田
町
に
住
所
が
な

く
出
席
希
望
の
方
は
、
別
途
お
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
必
要
事
項

現
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

※

返
信
が
遅
い
場
合
に
は
、
名
簿
な

ど
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係 

☎
０
２
７
４―

82―

２
１
１
５

※

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口
も

し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
成
人
式
　日
時

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

受
付
　
午
後
１
時
30
分

開
式
　
午
後
２
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

成
人
式
の
申
し
込
み
は

お
済
み
で
す
か
？

民生費

総務費

衛生費

公債費

教育費

土木費

商工費

農林水産費

消防費

議会費等

0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円

歳　出
10億9,795万円

5億5,099万円
8億1,637万円

2億6,460万円

3億4,773万円
7,007万円

7億7,933万円
4億2,426万円

4億8,225万円
1億9,120万円

6億7,312万円
3億0,649万円

3億7,290万円
1億0,745万円

2億7,486万円
4,449万円

2億5,332万円
1億0,888万円
9,666万円

3,997万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

51億9,449万円
21億0,840万円
40.6%
支出済額
予算現額

行政情報行政情報

広
報しもにた
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平成30年度の上半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

町債

国庫支出金

県支出金

繰入金

各種交付金

その他

予算現額　 
10億1,895万円
1億4,447万円
12億9,021万円

8,552万円

収入済額　
3億7,910万円
6,021万円

6億2,142万円
1,878万円

収入率
37.2%
41.7%
48.2%
22.0%

支出済額　
3億5,173万円
3,956万円

5億0,661万円
1,651万円

支出執行率
34.5%
27.4%
39.3%
19.3%

0 5億円 10億円 15億円 20億円 25億円

　今年度の上半期（4月1日から9月30日）の財政状況を公表します。    
　一般会計の当初予算額は48億600万円でしたが、その後の補正予算（1億1,800万円）と前年度
の繰越事業分（歳入2億7,049万円）を合わせて9月30日の予算現額は51億9,449万円となってお
ります。

歳　入

特別会計
　 区 　 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

収益的収入および支出
2億7,621万円
1億 371万円
2億5,668万円
5,630万円

資本的収入および支出
8,817万円
3,358万円

1億6,778万円
8,194万円

　　勘定科目

収入

支出

予算
執行額
予算
執行額

平
成
30
年
９
月
30
日
現
在

22億8,122万円
15億5,515万円

8億3,649万円
4億7,796万円

4億5,348万円
6,387万円

5億7,880万円
0万円

3億5,746万円
4,880万円

2億0,004万円
1億0,680万円

2億0,166万円
0万円

2億8,534万円
1億2,953万円

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

51億9,449万円
23億8,211万円
45.9%
収入済額
予算現額

水道事業
給水世帯数　3,472世帯
予算の執行状況

収益的収入および支出
1億7,115万円
6,940万円

1億5,657万円
4,291万円

資本的収入および支出
3千円
0円

1億 500万円
1,241万円

　　勘定科目

収入

支出

予算
執行額
予算
執行額

ガス事業
供給世帯数　1,234世帯
予算の執行状況

町
が
経
営
す
る
水
道
・
ガ
ス
事
業
の
会
計
で
す
。

公
営
企
業
の
業
務
状
況

　
群
馬
県
内
全
市
町
村
で
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
、
個
人
住
民
税
の

給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
実
施
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
仁
田
町
に
「
平
成
30
年
度

（
29
年
分
）
給
与
支
払
報
告
書
」
を

提
出
し
た
事
業
所
に
「
総
括
表
」
、

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼
仕
切

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
例
外
と
し

て
普
通
徴
収
に
該
当
す
る
理
由
が

あ
る
場
合
は
、「
普
通
徴
収
切
替
理

由
書
兼
仕
切
書
」
に
記
入
の
上
、

「
平
成
31
年
度
（
30
年
分
）
給
与
支

払
報
告
書
」
、「
総
括
表
」
と
合
わ

せ
て
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
個
人
の
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
？

　所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
、

従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に
毎
月

支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
、
従
業
員

に
代
わ
っ
て
市
町
村
に
納
付
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　住
民
税
務
課
　

税
務
係
　
☎
82―

２
１
１
３

個
人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
実
施
の
徹
底
に
つ
い
て

　
往
復
は
が
き
の
案
内
状
が
届

き
、
出
欠
席
の
返
信
を
さ
れ
て
な

い
方
は
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
下
仁
田
町
に
住
所
が
な

く
出
席
希
望
の
方
は
、
別
途
お
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
必
要
事
項

現
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

※

返
信
が
遅
い
場
合
に
は
、
名
簿
な

ど
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係 

☎
０
２
７
４―

82―

２
１
１
５

※

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口
も

し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
成
人
式
　日
時

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

受
付
　
午
後
１
時
30
分

開
式
　
午
後
２
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

成
人
式
の
申
し
込
み
は

お
済
み
で
す
か
？

民生費

総務費

衛生費

公債費

教育費

土木費

商工費

農林水産費

消防費

議会費等

0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円

歳　出
10億9,795万円

5億5,099万円
8億1,637万円

2億6,460万円

3億4,773万円
7,007万円

7億7,933万円
4億2,426万円

4億8,225万円
1億9,120万円

6億7,312万円
3億0,649万円

3億7,290万円
1億0,745万円

2億7,486万円
4,449万円

2億5,332万円
1億0,888万円
9,666万円

3,997万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

51億9,449万円
21億0,840万円
40.6%
支出済額
予算現額

行政情報行政情報

広
報しもにた
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●
家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
課
税
対
象
の
状
況
を
よ
り

的
確
に
把
握
し
、
公
平
且
つ
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
次
に
該

当
す
る
と
き
は
、
住
民
税
務
課
税

務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊
し
た

時
（
平
成
30
年
１
月
〜
12
月
の
間
）

◎
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

◎
店
舗
や
事
務
所
と
し
て
使
用
し

て
い
た
家
屋
を
住
宅
用
に
変
更
し

た
場
合
、
又
は
居
住
用
と
し
て
使

用
し
て
い
た
家
屋
を
店
舗
や
事
務

所
に
変
更
し
た
と
き
（
住
宅
用
地

は
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
税
額

の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
）

●
申
請
期
限

平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

●
事
業
用
の
償
却
資
産
を
お
持
ち

の
人
は
償
却
資
産
の
申
告
を

　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
地
方
税
法
第
３
８

３
条
の
規
定
に
よ
り
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
（
資
産
の
名
称
、

取
得
価
格
、
取
得
年
月
、
耐
用
年

数
な
ど
）
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
期

限
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(

エ
ル

タ
ッ
ク
ス)
地
方
税
の
電
子
申
告
も

で
き
ま
す
。

※
申
告
の
方
法

◎
前
回
に
申
告
し
た
人
↓
町
か
ら

送
付
さ
れ
る
申
告
書
に
平
成
30
年

１
月
２
日
か
ら
平
成
31
年
１
月
１

日
ま
で
の
増
加
・
減
少
資
産
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
増
減
の
な
い
人
も
必
ず
申
告
し

て
下
さ
い
。
）

◎
新
た
に
申
告
す
る
人
↓
住
民
税

務
課
税
務
係
に
必
要
な
書
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

賦
課
期
日
は
１
月
１
日
で
す
。
法

人
の
事
業
年
度
の
末
日
が
賦
課
期

日
と
異
な
る
場
合
で
、
事
業
年
度

末
以
降
賦
課
期
日
ま
で
に
資
産
の

増
加
・
減
少
の
異
動
が
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
ら
の
資
産
に
つ
い
て
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

●
償
却
資
産
の
主
な
種
類

◎
構
築
物
↓
門
、
塀
、
橋
、
駐
車

場
な
ど
の
舗
装
、
広
告
設
備
、
庭

園
な
ど

◎
機
械
及
び
装
置
↓
旋
盤
、
プ
レ

ス
、
ク
レ
ー
ン
、
発
電
・
変
電
施

設
な
ど

◎
車
両
及
び
運
搬
具
↓
大
型
特
殊

自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
タ
イ

ヤ
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
建
設
土
木
用
車

両
、
農
耕
用
車
両
な
ど
）
、
動
力
運

搬
車
な
ど
（
小
型
特
殊
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の
該
当
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
）

◎
工
具
・
器
具
・
備
品
↓
検
査
工

具
、
治
具
、
電
気
・
ガ
ス
器
具
、

理
・
美
容
器
具
、
医
療
器
具
、
冷
暖

房
用
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー

ス
、
事
務
機
器
、
自
動
販
売
機
、
レ

ジ
ス
タ
ー
、
広
告
看
板
な
ど

※
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た

場
合
の
償
却
資
産
申
告

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
太
陽
光

発
電
設
備
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
設
置
し
た
時
は
、
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、
償

却
資
産
（
固
定
資
産
）
と
し
て
町

へ
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、

屋
根
材
と
し
て
家
屋
（
固
定
資

産
）
に
該
当
す
る
部
分
は
、
今
回

の
申
告
・
課
税
の
対
象
外
で
す
。

◎
農
地
や
山
林
な
ど
を
太
陽
光
発

電
設
備
用
地
と
し
て
利
用
し
た
場

合
、
地
目
が
雑
種
地
に
な
り
、
そ

の
土
地
の
評
価
額
・
固
定
資
産
税

額
が
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

◎
個
人
住
宅
で
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
で
は
な
い
も
の
で
、
余
剰

電
力
で
あ
っ
て
も
発
電
出
力
が
一

Ｏ
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
は
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
さ
れ

た
も
の
で
、
経
済
産
業
省
の
固
定

価
格
買
取
認
定
制
度
を
う
け
て
お

ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
者
支
援
事
業
費
に
係
る
補
助
を

受
け
た
太
陽
高
発
電
設
備
に
つ
い

て
は
、
確
認
で
き
る
書
類
を
貼
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
さ
れ
た

翌
年
か
ら
３
年
間
は
、
固
定
資
産

税
に
お
け
る
課
税
標
準
額
を
３
分

の
１
軽
減
し
て
、
３
分
の
２
と
な

り
ま
す
。

◎
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
も
同

様
な
手
続
き
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

翌
年
か
ら
３
年
間
固
定
資
産
税
の

軽
減
が
可
能
で
す
が
、
発
電
出
力

に
よ
り
減
免
割
合
が
変
わ
り
ま

す
。
（
出
力
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｗ
以

上
は
固
定
資
産
税
に
お
け
る
課
税

標
準
額
を
４
分
の
１
軽
減
し
４
分

の
３
、
出
力
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｗ
未

満
は
課
税
標
準
額
を
３
分
の
１
軽

減
し
３
分
の
２
と
な
り
ま
す
。

●
課
税
免
除
（
過
疎
法
）
及
び
、

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
特
例
措
置

の
確
認
と
申
請
を

◎
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
に
よ
り
、
町
内
に
製
造
の
事
務

所
及
び
旅
館
業
又
は
情
報
通
信
技

術
利
用
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備

（
機
械
・
装
置
並
び
に
建
物
及
び

そ
の
附
属
設
備
）
を
新
設
又
は
増

設
し
た
場
合
、
左
記
条
件
が
整
え

ば
、
そ
の
固
定
資
産
税
が
３
年
間

免
除
に
な
り
ま
す
。
　
こ
の
免
除

を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

◎
該
当
者
↓
青
色
申
告
を
行
っ
て

い
る
法
人
又
は
個
人

◎
適
用
要
件
↓
新
増
設
し
た
設
備

の
取
得
価
格
の
合
計
が
、
２
，
７

０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
（
た
だ

し
、
敷
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
後

１
年
以
内
に
建
設
着
手
し
た
も
の

に
限
る
。
）

◎
課
税
免
除
期
間
↓
課
税
初
年
度

か
ら
３
年
間

●
申
請
期
限
　
平
成
31
年
１
月
31

日
（
木
）
（
申
請
用
紙
は
住
民
税

務
課
税
務
係
に
あ
り
ま
す
。
）
　

◎
わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
り
、
公
共

の
危
害
防
止
施
設
な
ど
（
詳
し
く

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
）
に
つ
い
て

該
当
す
る
場
合
は
、
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限
　
平
成
31
年
１
月
31

日
（
木
）
（
申
請
用
紙
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
）

●
償
却
資
産
の
申
告
書
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
申
告
分
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
（
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
）
の
施
行
に
伴
い
、
償
却
資
産

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
・
法
人
番
号
）
の
記
載
欄
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号

を
、
法
人
は
13
桁
の
法
人
番
号
を

所
定
の
記
載
欄
に
記
入
し
て
下
さ

い
。
個
人
番
号
を
記
載
し
た
申
告

書
の
提
出
時
に
は
、
窓
口
に
て
本

人
確
認
（
個
人
番
号
確
認
、
身
元

確
認
及
び
代
理
権
確
認
）
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
　

税
務
係
　
☎
82―

２
１
１
３

広
報しもにた

「
固
定
資
産
税
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
利
用
手
続
が
簡
便
化
さ
れ
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告

書
を
作
成
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
で
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
え

ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持

ち
で
な
く
て
も
、
ご
自
宅
等
か
ら

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

簡
単
に
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
大
変
便
利
で
す
（※

１
）
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は

お
近
く
の
税
務
署
に
お
い
て
５
分

程
度
で
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
取
得
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

是
非
お
早
め
に
取
得
し
て
く
だ
さ

い
（※

２
・※

３
）
。

※

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お

持
ち
の
方
は
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
方
式
」
に
よ
る
ｅ―

Ｔ
ａ

ｘ
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※

２
　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得

の
際
は
、
運
転
免
許
証
（
写
し
で

も
可
）
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

３
　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
平

成
29
年
分
の
確
定
申
告
時
に
、
富

岡
税
務
署
で
す
で
に
取
得
さ
れ
て

い
る
方
は
、
お
手
元
の
「
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了
通

知
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

４
　
前
回
、
下
仁
田
町
の
各
申

告
会
場
で
発
行
さ
れ
た
利
用
者
識

別
番
号
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
ご
自

宅
で
の
電
子
申
告
に
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５

（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

富
岡
税
務
署
か
ら
の
確
定
申
告
に
関
す
る

重
要
な
お
知
ら
せ

確
定
申
告
に
便
利
な

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
し
ま
し
ょ
う
！

行政情報行政情報
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●
家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
課
税
対
象
の
状
況
を
よ
り

的
確
に
把
握
し
、
公
平
且
つ
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
次
に
該

当
す
る
と
き
は
、
住
民
税
務
課
税

務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊
し
た

時
（
平
成
30
年
１
月
〜
12
月
の
間
）

◎
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

◎
店
舗
や
事
務
所
と
し
て
使
用
し

て
い
た
家
屋
を
住
宅
用
に
変
更
し

た
場
合
、
又
は
居
住
用
と
し
て
使

用
し
て
い
た
家
屋
を
店
舗
や
事
務

所
に
変
更
し
た
と
き
（
住
宅
用
地

は
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
税
額

の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
）

●
申
請
期
限

平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

●
事
業
用
の
償
却
資
産
を
お
持
ち

の
人
は
償
却
資
産
の
申
告
を

　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
地
方
税
法
第
３
８

３
条
の
規
定
に
よ
り
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
（
資
産
の
名
称
、

取
得
価
格
、
取
得
年
月
、
耐
用
年

数
な
ど
）
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
期

限
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(

エ
ル

タ
ッ
ク
ス)

地
方
税
の
電
子
申
告
も

で
き
ま
す
。

※
申
告
の
方
法

◎
前
回
に
申
告
し
た
人
↓
町
か
ら

送
付
さ
れ
る
申
告
書
に
平
成
30
年

１
月
２
日
か
ら
平
成
31
年
１
月
１

日
ま
で
の
増
加
・
減
少
資
産
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
増
減
の
な
い
人
も
必
ず
申
告
し

て
下
さ
い
。
）

◎
新
た
に
申
告
す
る
人
↓
住
民
税

務
課
税
務
係
に
必
要
な
書
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

賦
課
期
日
は
１
月
１
日
で
す
。
法

人
の
事
業
年
度
の
末
日
が
賦
課
期

日
と
異
な
る
場
合
で
、
事
業
年
度

末
以
降
賦
課
期
日
ま
で
に
資
産
の

増
加
・
減
少
の
異
動
が
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
ら
の
資
産
に
つ
い
て
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

●
償
却
資
産
の
主
な
種
類

◎
構
築
物
↓
門
、
塀
、
橋
、
駐
車

場
な
ど
の
舗
装
、
広
告
設
備
、
庭

園
な
ど

◎
機
械
及
び
装
置
↓
旋
盤
、
プ
レ

ス
、
ク
レ
ー
ン
、
発
電
・
変
電
施

設
な
ど

◎
車
両
及
び
運
搬
具
↓
大
型
特
殊

自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
タ
イ

ヤ
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
建
設
土
木
用
車

両
、
農
耕
用
車
両
な
ど
）
、
動
力
運

搬
車
な
ど
（
小
型
特
殊
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の
該
当
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
）

◎
工
具
・
器
具
・
備
品
↓
検
査
工

具
、
治
具
、
電
気
・
ガ
ス
器
具
、

理
・
美
容
器
具
、
医
療
器
具
、
冷
暖

房
用
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー

ス
、
事
務
機
器
、
自
動
販
売
機
、
レ

ジ
ス
タ
ー
、
広
告
看
板
な
ど

※
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た

場
合
の
償
却
資
産
申
告

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
太
陽
光

発
電
設
備
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
設
置
し
た
時
は
、
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、
償

却
資
産
（
固
定
資
産
）
と
し
て
町

へ
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、

屋
根
材
と
し
て
家
屋
（
固
定
資

産
）
に
該
当
す
る
部
分
は
、
今
回

の
申
告
・
課
税
の
対
象
外
で
す
。

◎
農
地
や
山
林
な
ど
を
太
陽
光
発

電
設
備
用
地
と
し
て
利
用
し
た
場

合
、
地
目
が
雑
種
地
に
な
り
、
そ

の
土
地
の
評
価
額
・
固
定
資
産
税

額
が
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

◎
個
人
住
宅
で
建
材
型
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
で
は
な
い
も
の
で
、
余
剰

電
力
で
あ
っ
て
も
発
電
出
力
が
一

Ｏ
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
は
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
さ
れ

た
も
の
で
、
経
済
産
業
省
の
固
定

価
格
買
取
認
定
制
度
を
う
け
て
お

ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
者
支
援
事
業
費
に
係
る
補
助
を

受
け
た
太
陽
高
発
電
設
備
に
つ
い

て
は
、
確
認
で
き
る
書
類
を
貼
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
さ
れ
た

翌
年
か
ら
３
年
間
は
、
固
定
資
産

税
に
お
け
る
課
税
標
準
額
を
３
分

の
１
軽
減
し
て
、
３
分
の
２
と
な

り
ま
す
。

◎
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
も
同

様
な
手
続
き
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

翌
年
か
ら
３
年
間
固
定
資
産
税
の

軽
減
が
可
能
で
す
が
、
発
電
出
力

に
よ
り
減
免
割
合
が
変
わ
り
ま

す
。
（
出
力
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｗ
以

上
は
固
定
資
産
税
に
お
け
る
課
税

標
準
額
を
４
分
の
１
軽
減
し
４
分

の
３
、
出
力
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｗ
未

満
は
課
税
標
準
額
を
３
分
の
１
軽

減
し
３
分
の
２
と
な
り
ま
す
。

●
課
税
免
除
（
過
疎
法
）
及
び
、

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
特
例
措
置

の
確
認
と
申
請
を

◎
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
に
よ
り
、
町
内
に
製
造
の
事
務

所
及
び
旅
館
業
又
は
情
報
通
信
技

術
利
用
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備

（
機
械
・
装
置
並
び
に
建
物
及
び

そ
の
附
属
設
備
）
を
新
設
又
は
増

設
し
た
場
合
、
左
記
条
件
が
整
え

ば
、
そ
の
固
定
資
産
税
が
３
年
間

免
除
に
な
り
ま
す
。
　
こ
の
免
除

を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

◎
該
当
者
↓
青
色
申
告
を
行
っ
て

い
る
法
人
又
は
個
人

◎
適
用
要
件
↓
新
増
設
し
た
設
備

の
取
得
価
格
の
合
計
が
、
２
，
７

０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
（
た
だ

し
、
敷
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
後

１
年
以
内
に
建
設
着
手
し
た
も
の

に
限
る
。
）

◎
課
税
免
除
期
間
↓
課
税
初
年
度

か
ら
３
年
間

●
申
請
期
限
　
平
成
31
年
１
月
31

日
（
木
）
（
申
請
用
紙
は
住
民
税

務
課
税
務
係
に
あ
り
ま
す
。
）
　

◎
わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
り
、
公
共

の
危
害
防
止
施
設
な
ど
（
詳
し
く

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
）
に
つ
い
て

該
当
す
る
場
合
は
、
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限
　
平
成
31
年
１
月
31

日
（
木
）
（
申
請
用
紙
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
）

●
償
却
資
産
の
申
告
書
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
申
告
分
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
（
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
）
の
施
行
に
伴
い
、
償
却
資
産

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
・
法
人
番
号
）
の
記
載
欄
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号

を
、
法
人
は
13
桁
の
法
人
番
号
を

所
定
の
記
載
欄
に
記
入
し
て
下
さ

い
。
個
人
番
号
を
記
載
し
た
申
告

書
の
提
出
時
に
は
、
窓
口
に
て
本

人
確
認
（
個
人
番
号
確
認
、
身
元

確
認
及
び
代
理
権
確
認
）
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
　

税
務
係
　
☎
82―

２
１
１
３

広
報しもにた

「
固
定
資
産
税
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
利
用
手
続
が
簡
便
化
さ
れ
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告

書
を
作
成
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
で
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
え

ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持

ち
で
な
く
て
も
、
ご
自
宅
等
か
ら

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

簡
単
に
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
大
変
便
利
で
す
（※

１
）
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は

お
近
く
の
税
務
署
に
お
い
て
５
分

程
度
で
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
取
得
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

是
非
お
早
め
に
取
得
し
て
く
だ
さ

い
（※

２
・※
３
）
。

※

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お

持
ち
の
方
は
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
方
式
」
に
よ
る
ｅ―

Ｔ
ａ

ｘ
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※

２
　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
取
得

の
際
は
、
運
転
免
許
証
（
写
し
で

も
可
）
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

３
　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
平

成
29
年
分
の
確
定
申
告
時
に
、
富

岡
税
務
署
で
す
で
に
取
得
さ
れ
て

い
る
方
は
、
お
手
元
の
「
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了
通

知
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

４
　
前
回
、
下
仁
田
町
の
各
申

告
会
場
で
発
行
さ
れ
た
利
用
者
識

別
番
号
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
ご
自

宅
で
の
電
子
申
告
に
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
３
５

（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

富
岡
税
務
署
か
ら
の
確
定
申
告
に
関
す
る

重
要
な
お
知
ら
せ

確
定
申
告
に
便
利
な

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
し
ま
し
ょ
う
！

行政情報行政情報
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｢ガス漏れ」や「道路などの漏水」は下記へご連絡ください!

平日
午前８時３０分～午後５時１５分

休日
及び夜間

下仁田町役場
（建設ガス水道課）
☎64-8808

▼水道ガス指定工事事業者一覧　（平成30年11月1日現在）
指定区分

水道 ガス

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

㈲石井ライフ工業

㈲今井水道ガス工事店

下山管工

ストロング商会

榊原水道

㈲今井鉄建設備

デザイン工業㈲

茂木燃料店

小金沢工業

㈲小板橋設備

吉崎160-2

川井38-3

馬山3685-2

本宿3761

馬山1260

吉崎74-4

西野牧5809-1

下仁田563-2

南野牧9330-1

南野牧8252

☎82-2762

☎82-2654

☎82-5769

☎84-2271

☎82-2896

☎82-5744

☎84-3131

☎82-2331

☎84-2996

☎84-2409

事業者名 電話番号

☎82-4601

☎84-2068

☎82-5166

☎82-4260

☎82-4011

☎82-3019

☎82-5760

☎82-4103

☎82-5516

電話番号住　　所

馬山925

西野牧14105

栗山101-2

馬山甲4906

中小坂2980-2

白山197-1

馬山4141-34

馬山2025-1

青倉1957-1

住　　所

※紙面の都合上、町内業者のみ掲載してあります

指定区分

水道 ガス

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

　

○

武藤水道

瀬間水道工事店

㈲今井土木

㈲下山工業

寒河江設備

㈲下南興業社

㈲神戸造園

土屋設備

㈲黒沢組

事業者名

ガス供給所
☎８２-３１２３
ガス供給所
☎８２-３１２３

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
入
や
転
出
、
退
職
・
就
職
な
ど
に

よ
る
国
保
の
加
入
・
離
脱
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
等
で
保
険
証
の
再
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
右
記
の
も
の
以
外

に
、
在
留
カ
ー
ド
、
加
入
時
に
は

パ
ス
ポ
ー
ト
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　

国
保
係
　
☎
64―

８
８
０
１
、
住

民
税
務
課
　
住
民
係
　
☎
82―

２

１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

印かん、転出証明書、

（年金手帳、マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、社会保険離脱証明書、年金手帳

印かん、保険証

印かん、保険証、（マイナンバーカード）

印かん、国民健康保険証、

加入した職場の健康保険証、年金手帳

印かん、保険証

印かん、保険証、

（年金手帳、マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、在学証明書等

印かん、本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！

年末年始業務のお知らせ

下仁田町役場
保健センター
歴史館
自然史館
公民館
下仁田厚生病院
荒船の湯

火葬業務
ごみ収集

し尿汲み取り・浄化槽清掃
㈲下南興業社
㈲荒船環境興業

27日㈭
平成30年12月 平成31年1月

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯

12月29日～1月3日まで休庁
12月29日～1月3日まで休館
12月29日～1月3日まで休館
12月29日～1月4日まで休館
12月29日～1月3日まで休館

12月29日～1月3日まで休業※ただし、急患は対応します。
12月30日～1月1日まで休業

12月30日～1月3日まで休業

12月29日～1月3日まで休業
1月1日～1月3日まで休業◯ ◯

12月30日～1月3日まで休業

12月29日～1月6日まで休業
（注）12月24日（月）は（有）下南興業社のみ通常業務を行います。
（注）年末の申し込みは、14日（金）までにお願いします。

※12月29日（土）の午前8時30分から午後4時まで「燃えるゴミ」に
限り受け入れます。

◯◯◯

◯

◯

28日㈮ 29日㈯ 30日㈰ 31日㈪ 2日㈬ 3日㈭ 4日㈮1日㈫元旦

ごみ焼却場

公
務
・
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
務

環
境
衛
生
関
連
業
務

し
尿
汲
み
取
り
・

浄
化
槽
業
務

しもにたバス ◯ ◯ ◯ ◯

国民健康保険からのお知らせ

行政情報行政情報

広
報しもにた
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｢ガス漏れ」や「道路などの漏水」は下記へご連絡ください!

平日
午前８時３０分～午後５時１５分

休日
及び夜間

下仁田町役場
（建設ガス水道課）
☎64-8808

▼水道ガス指定工事事業者一覧　（平成30年11月1日現在）
指定区分

水道 ガス

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

㈲石井ライフ工業

㈲今井水道ガス工事店

下山管工

ストロング商会

榊原水道

㈲今井鉄建設備

デザイン工業㈲

茂木燃料店

小金沢工業

㈲小板橋設備

吉崎160-2

川井38-3

馬山3685-2

本宿3761

馬山1260

吉崎74-4

西野牧5809-1

下仁田563-2

南野牧9330-1

南野牧8252

☎82-2762

☎82-2654

☎82-5769

☎84-2271

☎82-2896

☎82-5744

☎84-3131

☎82-2331

☎84-2996

☎84-2409

事業者名 電話番号

☎82-4601

☎84-2068

☎82-5166

☎82-4260

☎82-4011

☎82-3019

☎82-5760

☎82-4103

☎82-5516

電話番号住　　所

馬山925

西野牧14105

栗山101-2

馬山甲4906

中小坂2980-2

白山197-1

馬山4141-34

馬山2025-1

青倉1957-1

住　　所

※紙面の都合上、町内業者のみ掲載してあります

指定区分

水道 ガス

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

　

○

武藤水道

瀬間水道工事店

㈲今井土木

㈲下山工業

寒河江設備

㈲下南興業社

㈲神戸造園

土屋設備

㈲黒沢組

事業者名

ガス供給所
☎８２-３１２３
ガス供給所
☎８２-３１２３

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
入
や
転
出
、
退
職
・
就
職
な
ど
に

よ
る
国
保
の
加
入
・
離
脱
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
等
で
保
険
証
の
再
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
右
記
の
も
の
以
外

に
、
在
留
カ
ー
ド
、
加
入
時
に
は

パ
ス
ポ
ー
ト
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　

国
保
係
　
☎
64―

８
８
０
１
、
住

民
税
務
課
　
住
民
係
　
☎
82―

２

１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

印かん、転出証明書、

（年金手帳、マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、社会保険離脱証明書、年金手帳

印かん、保険証

印かん、保険証、（マイナンバーカード）

印かん、国民健康保険証、

加入した職場の健康保険証、年金手帳

印かん、保険証

印かん、保険証、

（年金手帳、マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、在学証明書等

印かん、本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！

年末年始業務のお知らせ

下仁田町役場
保健センター
歴史館
自然史館
公民館
下仁田厚生病院
荒船の湯

火葬業務
ごみ収集

し尿汲み取り・浄化槽清掃
㈲下南興業社
㈲荒船環境興業

27日㈭
平成30年12月 平成31年1月

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯

12月29日～1月3日まで休庁
12月29日～1月3日まで休館
12月29日～1月3日まで休館
12月29日～1月4日まで休館
12月29日～1月3日まで休館

12月29日～1月3日まで休業※ただし、急患は対応します。
12月30日～1月1日まで休業

12月30日～1月3日まで休業

12月29日～1月3日まで休業
1月1日～1月3日まで休業◯ ◯

12月30日～1月3日まで休業

12月29日～1月6日まで休業
（注）12月24日（月）は（有）下南興業社のみ通常業務を行います。
（注）年末の申し込みは、14日（金）までにお願いします。

※12月29日（土）の午前8時30分から午後4時まで「燃えるゴミ」に
限り受け入れます。

◯◯◯

◯

◯

28日㈮ 29日㈯ 30日㈰ 31日㈪ 2日㈬ 3日㈭ 4日㈮1日㈫元旦

ごみ焼却場

公
務
・
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
務

環
境
衛
生
関
連
業
務

し
尿
汲
み
取
り
・

浄
化
槽
業
務

しもにたバス ◯ ◯ ◯ ◯

国民健康保険からのお知らせ

行政情報行政情報

広
報しもにた
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水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
に
つ
い
て

平
成
31
年
春
の
優
良
自
動
車
運
転
者

表
彰
申
請
に
つ
い
て

●
受
付
期
間
　
平
成
30
年
12
月
３
日

（
月
）
〜
平
成
31
年
１
月
18
日

（
金
）
ま
で
の
間
と
し
、
そ
の
後
の

申
請
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
12
月
３
日
以
降
に
取
得
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

し
た
場
合
は
、
平
成
31
年
１
月
31
日

（
木
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反
証

明
の
申
請
手
続
き
は
交
通
安
全
協
会

が
代
行
し
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
印

鑑
、
証
明
書
代
６
３
０
円
を
持
参
し

て
富
岡
安
協
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
の
み
）
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に
証

明
書
を
取
っ
た
方
は
、
平
成
31
年
１

月
31
日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

（
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）    

②
銀
章

（
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

③
金
章

（
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

④
金
冠
銀
章

（
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑤
金
冠
金
章

（
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑥
旭
日
金
冠
章

（
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

●
表
彰
式
　
平
成
31
年
春
の
交
通
安

全
運
動
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交

通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
（
☎
63―

２
４
２
４
）

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行

う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支

出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●平成３０年度　町長交際費　
町長交際費の支出状況について、同規程の公開基準に基づき公開します。

（単位：円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10月4日

10月7日

10月10日

10月21日

10月26日

10月28日

10月分

10月分

10月分

会費

慶祝

会費

その他

会費

会費

見舞

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

10月分 計

(10月分)

支出金額

下仁田地区納税団体連絡協議会懇親会

下仁田秋まつり

甘楽・多野地域町村議会議員交流会懇親会

Ｎegicco（ねぎっこ）ライブ生花

紫陽花を育てる会報告会

下仁田町消防団・下仁田町消防署秋季点検慰労会

御見舞1件

葬儀生花2件

手土産代1件

3,000

5,000

5,000

5,000

2,000

5,000

5,000

10,000

1,280

41,280

　
12
月
か
ら
２
月
頃
に
か
け
て
、

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
水
道
管
の
凍
結
が
多
発
し
ま

す
。
こ
の
時
期
に
長
期
間
留
守
に

す
る
場
合
や
水
道
を
使
用
し
な
い

場
合
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す

の
で
、
早
め
の
点
検
・
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

◯
水
道
の
凍
結
・
漏
水
を
防
ぐ
に
は

●
水
道
管
の
露
出
部
分
に
保
温
材

を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。
蛇
口
が
破

損
し
や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完

全
に
包
ん
で
く
だ
さ
い
。
保
温
材

は
身
近
な
も
の
と
し
て
毛
布
や
布

が
あ
り
ま
す
。
保
温
材
の
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
、
保
温

材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
も
保
温

し
ま
す
。
ボ
ッ
ク
ス
内
の
メ
ー
タ

ー
や
水
道
管
を
緩
衝
材
な
ど
で
く

る
ん
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
を
使
っ

て
い
な
い
状
態
で
、
水
道
メ
ー
タ

ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

（
銀
色
の
円
盤
）
が
回
転
し
て
い

れ
ば
漏
水
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
町
指
定
の
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
（
修
理
費
は
お
客
様
負

担
と
な
り
ま
す
。
）
漏
水
の
早
期

発
見
の
た
め
定
期
的
に
メ
ー
タ
ー

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
指
針
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
（
空

き
家
や
作
業
小
屋
な
ど
）
は
使
用

中
止
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
建
設
ガ
ス
水
道
課
・
庶
務
係

に
電
話
を
い
た
だ
く
か
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
来
庁
し
、
中
止
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
の

使
用
を
再
開
す
る
場
合
は
、
同
様

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
水
を
流
し
た
ま
ま
に
（
出
し

水
）
す
る
場
合
。
手
軽
な
凍
結
防

止
法
と
し
て
、
蛇
口
か
ら
少
量
の

水
を
出
し
た
ま
ま
に
す
る
（
出
し

水
）
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方

法
は
流
し
た
分
だ
け
の
水
道
料
が

か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◯
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な

い
と
き
に
は

●
凍
結
し
た
水
道
管
を
熱
湯
な
ど

で
急
激
に
温
め
る
と
、
水
道
管
に

亀
裂
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
然
に
と
け
る
の
を
待
つ

か
、
水
道
管
や
蛇
口
な
ど
の
凍
結

し
て
い
る
部
分
に
タ
オ
ル
や
布
を

か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

か
け
て
徐
々
に
と
か
し
ま
し
ょ

う
。

◯
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

●
止
水
栓
ま
た
は
水
抜
栓
を
閉
め

て
水
を
止
め
、
町
指
定
の
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

※

給
水
工
事
の
修
理
を
依
頼
す
る
と

き
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
お
知
り
合
い
の
水
道
工
事
店
が

あ
る
と
き
は
、
「
下
仁
田
町
指
定

事
業
者
」
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
（
指
定
を
受
け
て
な

い
事
業
者
は
、
町
内
で
は
水
道
管

な
ど
の
工
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

・
指
定
事
業
者
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
と
き
は
、
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
内

業
者
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
に
一

覧
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

・
屋
敷
内
な
ど
の
私
有
地
に
設
置

さ
れ
た
給
水
設
備
は
、
設
置
者
に

そ
の
管
理
責
任
が
あ
る
た
め
、
修

理
費
用
は
お
客
様
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ

ン
）

行政情報行政情報

　
下
仁
田
町
内
の
小
学
校
５
年
生

の
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い

た
人
権
ポ
ス
タ
ー
を
12
月
５
日
か

ら
19
日
ま
で
役
場
庁
舎
内
１
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。
来
庁
の
際

に
は
ぜ
ひ
ご
覧
頂
き
た
く
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
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報しもにた

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
に
つ
い
て

平
成
31
年
春
の
優
良
自
動
車
運
転
者

表
彰
申
請
に
つ
い
て

●
受
付
期
間
　
平
成
30
年
12
月
３
日

（
月
）
〜
平
成
31
年
１
月
18
日

（
金
）
ま
で
の
間
と
し
、
そ
の
後
の

申
請
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
12
月
３
日
以
降
に
取
得
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

し
た
場
合
は
、
平
成
31
年
１
月
31
日

（
木
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
無
事
故
・
無
違
反
証

明
の
申
請
手
続
き
は
交
通
安
全
協
会

が
代
行
し
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
印

鑑
、
証
明
書
代
６
３
０
円
を
持
参
し

て
富
岡
安
協
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
の
み
）
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に
証

明
書
を
取
っ
た
方
は
、
平
成
31
年
１

月
31
日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

（
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）    

②
銀
章

（
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

③
金
章

（
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

④
金
冠
銀
章

（
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑤
金
冠
金
章

（
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

⑥
旭
日
金
冠
章

（
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
）

●
表
彰
式
　
平
成
31
年
春
の
交
通
安

全
運
動
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交

通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
（
☎
63―

２
４
２
４
）

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行

う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支

出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●平成３０年度　町長交際費　
町長交際費の支出状況について、同規程の公開基準に基づき公開します。

（単位：円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10月4日

10月7日

10月10日

10月21日

10月26日

10月28日

10月分

10月分

10月分

会費

慶祝

会費

その他

会費

会費

見舞

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

10月分 計

(10月分)

支出金額

下仁田地区納税団体連絡協議会懇親会

下仁田秋まつり

甘楽・多野地域町村議会議員交流会懇親会

Ｎegicco（ねぎっこ）ライブ生花

紫陽花を育てる会報告会

下仁田町消防団・下仁田町消防署秋季点検慰労会

御見舞1件

葬儀生花2件

手土産代1件

3,000

5,000

5,000

5,000

2,000

5,000

5,000

10,000

1,280

41,280

　
12
月
か
ら
２
月
頃
に
か
け
て
、

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
水
道
管
の
凍
結
が
多
発
し
ま

す
。
こ
の
時
期
に
長
期
間
留
守
に

す
る
場
合
や
水
道
を
使
用
し
な
い

場
合
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す

の
で
、
早
め
の
点
検
・
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

◯
水
道
の
凍
結
・
漏
水
を
防
ぐ
に
は

●
水
道
管
の
露
出
部
分
に
保
温
材

を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。
蛇
口
が
破

損
し
や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完

全
に
包
ん
で
く
だ
さ
い
。
保
温
材

は
身
近
な
も
の
と
し
て
毛
布
や
布

が
あ
り
ま
す
。
保
温
材
の
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
、
保
温

材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
も
保
温

し
ま
す
。
ボ
ッ
ク
ス
内
の
メ
ー
タ

ー
や
水
道
管
を
緩
衝
材
な
ど
で
く

る
ん
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
を
使
っ

て
い
な
い
状
態
で
、
水
道
メ
ー
タ

ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

（
銀
色
の
円
盤
）
が
回
転
し
て
い

れ
ば
漏
水
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
町
指
定
の
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
（
修
理
費
は
お
客
様
負

担
と
な
り
ま
す
。
）
漏
水
の
早
期

発
見
の
た
め
定
期
的
に
メ
ー
タ
ー

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
指
針
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
（
空

き
家
や
作
業
小
屋
な
ど
）
は
使
用

中
止
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
建
設
ガ
ス
水
道
課
・
庶
務
係

に
電
話
を
い
た
だ
く
か
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
来
庁
し
、
中
止
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
の

使
用
を
再
開
す
る
場
合
は
、
同
様

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
水
を
流
し
た
ま
ま
に
（
出
し

水
）
す
る
場
合
。
手
軽
な
凍
結
防

止
法
と
し
て
、
蛇
口
か
ら
少
量
の

水
を
出
し
た
ま
ま
に
す
る
（
出
し

水
）
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方

法
は
流
し
た
分
だ
け
の
水
道
料
が

か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◯
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な

い
と
き
に
は

●
凍
結
し
た
水
道
管
を
熱
湯
な
ど

で
急
激
に
温
め
る
と
、
水
道
管
に

亀
裂
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
然
に
と
け
る
の
を
待
つ

か
、
水
道
管
や
蛇
口
な
ど
の
凍
結

し
て
い
る
部
分
に
タ
オ
ル
や
布
を

か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

か
け
て
徐
々
に
と
か
し
ま
し
ょ

う
。

◯
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

●
止
水
栓
ま
た
は
水
抜
栓
を
閉
め

て
水
を
止
め
、
町
指
定
の
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

※

給
水
工
事
の
修
理
を
依
頼
す
る
と

き
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
お
知
り
合
い
の
水
道
工
事
店
が

あ
る
と
き
は
、
「
下
仁
田
町
指
定

事
業
者
」
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
（
指
定
を
受
け
て
な

い
事
業
者
は
、
町
内
で
は
水
道
管

な
ど
の
工
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

・
指
定
事
業
者
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
と
き
は
、
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
内

業
者
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
に
一

覧
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

・
屋
敷
内
な
ど
の
私
有
地
に
設
置

さ
れ
た
給
水
設
備
は
、
設
置
者
に

そ
の
管
理
責
任
が
あ
る
た
め
、
修

理
費
用
は
お
客
様
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ

ン
）

行政情報行政情報

　
下
仁
田
町
内
の
小
学
校
５
年
生

の
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い

た
人
権
ポ
ス
タ
ー
を
12
月
５
日
か

ら
19
日
ま
で
役
場
庁
舎
内
１
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。
来
庁
の
際

に
は
ぜ
ひ
ご
覧
頂
き
た
く
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
早
割
制
度
や
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
が
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

●
口
座
振
替
の
種
類
（
H
30
年
度
）

○
通
常
の
口
座
振
替
（
割
引
無
し
）

　
・
当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末
に
振
替

○
早
割
（
５０
円
割
引
）

　
・
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

○
６
ヵ
月
前
納
（
1
、
1
１
0
円
割
引
）

　
・
上
期
４
月
〜
９
月
分
は
４
月
末
に
振
替

　
・
下
期
１０
月
〜
翌
年
３
月
分
は
１０
月
末
に
振
替

○
１
年
前
納
（
4
、
１
１
0
円
割
引
）

　
・
１
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

○
２
年
前
納
（
１
5
、
6
５
0
円
割
引
）

　
・
２
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

●
お
申
込
み
期
限

○
通
常
の
口
座
振
替
・
早
割
（
随
時
受
付
）

○
６
ヵ
月
前
納
（
上
期
２
月
末
ま
で
・
下
期
８
月
末
ま
で
）

○
１
年
前
納
・
２
年
前
納
（
２
月
末
ま
で
）

※
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通

帳
、
お
届
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
・
高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　
☎
0
2
7
ー
3
2
2
ー
4
2
9
9

　
例
年
、
降
雪
時
の
早
朝
、
路
面

の
凍
結
や
道
路
の
積
雪
な
ど
に
よ

り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
た
び
た
び
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
現
状
で
は
、
早
朝

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
で
き
な

い
場
合
、
学
校
自
体
を
休
校
に
せ

ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
学
校
生
活

に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
近
隣
市
町
村
な
ど
で

も
実
施
を
し
て
い
る
２
校
時
遅
れ

（
３
時
間
目
か
ら
授
業
を
開
始
す

る
）
に
対
応
す
る
た
め
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
臨
時
便
を
設
定
し
、
降

雪
時
の
学
校
の
混
乱
を
最
小
限
に

と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
降
雪
時
臨
時

ダ
イ
ヤ
実
施
の
際
は
、
防
災
無
線

等
で
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
通
常
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
１

便
、
２
便
は
運
休
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※

降
雪
時
臨
時
ダ
イ
ヤ
の
各
時
間

に
関
し
て
は
、
学
校
よ
り
児
童
・

生
徒
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

ス
ク
ー
ル
バ
ス
降
雪
時

臨
時
ダ
イ
ヤ
に
関
し
て

　
雪
が
降
る
と
、
積
も
っ
た
雪
の

重
さ
で
竹
や
樹
木
の
枝
が
道
路
に

垂
れ
下
が
り
、
車
両
や
歩
行
者
の

通
行
に
支
障
が
出
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原
因
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
の

所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
山
林
等
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
は
、
交
通
事
故
防
止

の
た
め
に
も
樹
木
の
伐
採
や
枝
払

い
な
ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
の
場
合
は
道
路
通

行
の
支
障
と
な
る
樹
木
や
枝
を
予

告
な
く
伐
採
、
撤
去
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

〜 

沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ 
〜

降
雪
前
に
樹
木
の
枝
払
い
や
伐
採
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
改
正
路
線

初
鳥
屋
線
・
市
野
萱
線

※

初
鳥
屋
線
及
び
市
野
萱
線
以
外

の
路
線
の
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
改
正
時
期

平
成
31
年
１
月
１
日
（
12
月
30
日

〜
１
月
３
日
は
運
休
）

●
改
正
内
容

①
初
鳥
屋
線
の
経
路
変
更
・
ダ
イ

ヤ
改
正

　
初
鳥
屋
線
の
乗
り
換
え
を
解
消

し
、
次
の
と
お
り
経
路
変
更
い
た

し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
運
行
ダ
イ

ヤ
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

◯
変
更
前

「
本
宿
」
〜
「
初
鳥
屋
」
間
の
運
行

◯
変
更
後

「
下
仁
田
駅
」
〜
「
初
鳥
屋
」
間

の
運
行

②
市
野
萱
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

初
鳥
屋
線
の
乗
り
換
え
解
消
に
伴

い
、
運
行
ダ
イ
ヤ
を
変
更
い
た
し

ま
す
。

※
改
正
後
の
時
刻
表
は
今
月
号
の

広
報
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
改
正
に
伴
い
、
停
留
所
の
時
刻

表
の
貼
替
作
業
を
12
月
27
〜
28
日

に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
作
業
後

は
改
正
後
の
時
刻
の
表
示
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
　
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５

運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
（
株
）

バ
ス
事
務
所

☎
82
―
５
０
３
８

Ｈ
31
年
１
月
よ
り
し
も
に
た
バ
ス
及
び

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
内
容
を
改
正
し
ま
す
！

　
費
用
負
担
を
次
の
と
お
り
軽
減

し
、
単
独
槽
等
か
ら
の
入
替
え
を

促
進
し
ま
す
。

●
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

　
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら

合
併
浄
化
槽
に
入
替
え
、
年
度
内

に
使
用
開
始
す
る
場
合
、
下
表
の

額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独

浄
化
槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
エ
コ

補
助
金
は
来
年
度
以
降
の
継
続
は

不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
分
担
金
軽
減
を
継
続
！

　
平
成
33
年
３
月
（
平
成
32
年

度
）
ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、

浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す
。

●
単
独
浄
化
槽
、
撤
去
し
ま
す
。

　
単
独
槽
、
必
要
と
あ
れ
ば
町
が

撤
去
し
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費

10
万
円
を
超
え
た
分
は
個
人
負
担

で
す
。

●
申
請
の
受
付
等

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
平

成
30
年
12
月
28
日
で
す
。

　
な
お
、
申
請
受
付
後
、
書
類
審

査
や
現
地
の
測
量
を
致
し
ま
す
都

合
上
、
申
請
書
提
出
か
ら
工
事
着

工
ま
で
１
ヵ
月
程
度
要
し
ま
す
。

　
早
め
の
計
画
、
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
ガ
ス
水
道

課
管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８

８
０
７
（
直
通
）

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

〜
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策
で
す
〜

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

行政情報行政情報

広
報しもにた
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
早
割
制
度
や
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
が
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

●
口
座
振
替
の
種
類
（
H
30
年
度
）

○
通
常
の
口
座
振
替
（
割
引
無
し
）

　
・
当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末
に
振
替

○
早
割
（
５０
円
割
引
）

　
・
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

○
６
ヵ
月
前
納
（
1
、
1
１
0
円
割
引
）

　
・
上
期
４
月
〜
９
月
分
は
４
月
末
に
振
替

　
・
下
期
１０
月
〜
翌
年
３
月
分
は
１０
月
末
に
振
替

○
１
年
前
納
（
4
、
１
１
0
円
割
引
）

　
・
１
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

○
２
年
前
納
（
１
5
、
6
５
0
円
割
引
）

　
・
２
年
度
分
を
４
月
末
に
振
替

●
お
申
込
み
期
限

○
通
常
の
口
座
振
替
・
早
割
（
随
時
受
付
）

○
６
ヵ
月
前
納
（
上
期
２
月
末
ま
で
・
下
期
８
月
末
ま
で
）

○
１
年
前
納
・
２
年
前
納
（
２
月
末
ま
で
）

※
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通

帳
、
お
届
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
・
高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　
☎
0
2
7
ー
3
2
2
ー
4
2
9
9

　
例
年
、
降
雪
時
の
早
朝
、
路
面

の
凍
結
や
道
路
の
積
雪
な
ど
に
よ

り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
た
び
た
び
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
現
状
で
は
、
早
朝

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
で
き
な

い
場
合
、
学
校
自
体
を
休
校
に
せ

ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
学
校
生
活

に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
近
隣
市
町
村
な
ど
で

も
実
施
を
し
て
い
る
２
校
時
遅
れ

（
３
時
間
目
か
ら
授
業
を
開
始
す

る
）
に
対
応
す
る
た
め
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
臨
時
便
を
設
定
し
、
降

雪
時
の
学
校
の
混
乱
を
最
小
限
に

と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
降
雪
時
臨
時

ダ
イ
ヤ
実
施
の
際
は
、
防
災
無
線

等
で
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
通
常
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
１

便
、
２
便
は
運
休
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※

降
雪
時
臨
時
ダ
イ
ヤ
の
各
時
間

に
関
し
て
は
、
学
校
よ
り
児
童
・

生
徒
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

ス
ク
ー
ル
バ
ス
降
雪
時

臨
時
ダ
イ
ヤ
に
関
し
て

　
雪
が
降
る
と
、
積
も
っ
た
雪
の

重
さ
で
竹
や
樹
木
の
枝
が
道
路
に

垂
れ
下
が
り
、
車
両
や
歩
行
者
の

通
行
に
支
障
が
出
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原
因
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
の

所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
山
林
等
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
は
、
交
通
事
故
防
止

の
た
め
に
も
樹
木
の
伐
採
や
枝
払

い
な
ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
の
場
合
は
道
路
通

行
の
支
障
と
な
る
樹
木
や
枝
を
予

告
な
く
伐
採
、
撤
去
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

〜 

沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ 

〜

降
雪
前
に
樹
木
の
枝
払
い
や
伐
採
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
改
正
路
線

初
鳥
屋
線
・
市
野
萱
線

※

初
鳥
屋
線
及
び
市
野
萱
線
以
外

の
路
線
の
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
改
正
時
期

平
成
31
年
１
月
１
日
（
12
月
30
日

〜
１
月
３
日
は
運
休
）

●
改
正
内
容

①
初
鳥
屋
線
の
経
路
変
更
・
ダ
イ

ヤ
改
正

　
初
鳥
屋
線
の
乗
り
換
え
を
解
消

し
、
次
の
と
お
り
経
路
変
更
い
た

し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
運
行
ダ
イ

ヤ
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

◯
変
更
前

「
本
宿
」
〜
「
初
鳥
屋
」
間
の
運
行

◯
変
更
後

「
下
仁
田
駅
」
〜
「
初
鳥
屋
」
間

の
運
行

②
市
野
萱
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

初
鳥
屋
線
の
乗
り
換
え
解
消
に
伴

い
、
運
行
ダ
イ
ヤ
を
変
更
い
た
し

ま
す
。

※
改
正
後
の
時
刻
表
は
今
月
号
の

広
報
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
改
正
に
伴
い
、
停
留
所
の
時
刻

表
の
貼
替
作
業
を
12
月
27
〜
28
日

に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
作
業
後

は
改
正
後
の
時
刻
の
表
示
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
　
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５

運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
（
株
）

バ
ス
事
務
所

☎
82
―
５
０
３
８

Ｈ
31
年
１
月
よ
り
し
も
に
た
バ
ス
及
び

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
内
容
を
改
正
し
ま
す
！

　
費
用
負
担
を
次
の
と
お
り
軽
減

し
、
単
独
槽
等
か
ら
の
入
替
え
を

促
進
し
ま
す
。

●
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

　
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら

合
併
浄
化
槽
に
入
替
え
、
年
度
内

に
使
用
開
始
す
る
場
合
、
下
表
の

額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独

浄
化
槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
エ
コ

補
助
金
は
来
年
度
以
降
の
継
続
は

不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
分
担
金
軽
減
を
継
続
！

　
平
成
33
年
３
月
（
平
成
32
年

度
）
ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、

浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す
。

●
単
独
浄
化
槽
、
撤
去
し
ま
す
。

　
単
独
槽
、
必
要
と
あ
れ
ば
町
が

撤
去
し
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費

10
万
円
を
超
え
た
分
は
個
人
負
担

で
す
。

●
申
請
の
受
付
等

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
平

成
30
年
12
月
28
日
で
す
。

　
な
お
、
申
請
受
付
後
、
書
類
審

査
や
現
地
の
測
量
を
致
し
ま
す
都

合
上
、
申
請
書
提
出
か
ら
工
事
着

工
ま
で
１
ヵ
月
程
度
要
し
ま
す
。

　
早
め
の
計
画
、
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
ガ
ス
水
道

課
管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８

８
０
７
（
直
通
）

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

〜
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策
で
す
〜

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

行政情報行政情報

広
報しもにた
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
9
月
に
予
定
を
し
て
い
た
大
地
の
歴

史
散
歩
が
延
期
と
な
っ
た
の
で
、
12
月

に
再
度
実
施
し
ま
す
。
日
本
三
大
奇
勝

の
ひ
と
つ
妙
義
山
。

　
絶
景
の
背
景
は
壮
大
な
大
地
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
ま
た
そ
ん
な
山
だ

か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
伝
説
や
謂
れ

が
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
話
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
大
自
然
が
作
り
出
す
ア
ー
ト

を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
8
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
２
時

●
集
合
　
中
之
嶽
神
社
駐
車
場

●
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
）

　
10
月
５
日
か
ら
７
日
に
年
に
一
度
、

日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
集
ま
る
全
国
大

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
大
会
で

は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
保
全
や
教
育
、
ツ

ア
ー
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
下
仁
田
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
報

告
を
し
、
多
く
の
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
27
日
、
金
剛
萱
の
発
掘
作
業
を

8
名
で
行
な
い
ま
し
た
。
4
月
の
調
査

で
掘
っ
た
場
所
の
さ
ら
に
下
を
掘
る
こ

と
、
1
ｍ
×
2
ｍ
の
範
囲
の
拡
張
が
中

心
で
し
た
。
2
点
の
八
風
山
安
山
岩
製

の
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
石
器
を
作

る
た
め
に
割
っ
た
剥
片
（
は
く
へ
ん
）

で
す
。
4
月
と
10
月
の
調
査
を
中
心

に
、
こ
れ
か
ら
自
然
史
館
の
研
究
報
告

に
成
果
の
ま
と
め
を
行
い
、
投
稿
す
る

予
定
で
す
。

　
区
民
の
方
か
ら
「
ジ
オ
サ
イ
ト
に

行
っ
て
み
た
け
ど
、
何
を
見
れ
ば
い
い

か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
11
月
３
日
に
川
井
区
対

象
の
ジ
オ
サ
イ
ト
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

大
地
の
歴
史
散
歩

妙
義
山
石
門
め
ぐ
り

大
地
の
歴
史
散
歩

妙
義
山
石
門
め
ぐ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に

参
加
し
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に

参
加
し
ま
し
た

川
井
区

ジ
オ
サ
イ
ト
現
地
説
明
会

川
井
区

ジ
オ
サ
イ
ト
現
地
説
明
会

コ
ラ
ム

大
地
が
生
み
出
し
た

下
仁
田
の
文
化

コ
ラ
ム

大
地
が
生
み
出
し
た

下
仁
田
の
文
化

金
剛
萱

金
剛
萱

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
予
定

行
事
報
告

　
当
日
は
地
区
の
方
30
人
以
上
の
方
が

集
ま
り
「
川
井
の
断
層
」
や
周
辺
サ
イ

ト
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
推
進
係
か
ら
ジ
オ
サ
イ
ト
の
説
明
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
方
か
ら
当

時
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
私
達

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
推
進
係
で
は
、
皆
さ
ん
の
地
区
の
ジ

オ
サ
イ
ト
の
説
明
に
ガ
イ
ド
と
と
も
に

伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
下
仁
田
の
中
心
街
は
現
在
で
も
飲
食
店

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
か
つ
て
は
ビ
リ
ヤ
ー

ド
場
や
パ
チ
ン
コ
屋
さ
ら
に
、
映
画
館
も

あ
り
ま
し
た
。
秋
に
は
、
7
台
の
山
車
が

町
内
を
巡
る
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
が
行

な
わ
れ
る
な
ど
、
華
や
か
な
文
化
が
今
で

も
町
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
過
疎
化
が
す
す
ん
だ
山
奥
の
町
に
こ

れ
だ
け
の
文
化
が
残
っ
て
い
る
の
に
は

理
由
が
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
か
ら
昭

和
の
前
期
に
か
け
て
、
養
蚕
や
コ
ン

ニ
ャ
ク
産
業
、
林
業
や
鉄
鉱
石
や
石
灰

の
鉱
山
資
源
を
採
掘
す
る
な
ど
、
こ
の

地
に
住
む
人
達
が
こ
の
急
峻
な
山
で
囲

ま
れ
た
自
然
を
活
か
し
た
産
業
で
発
展

し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
特
に
、
下
仁
田
の
中
心
部
に
は
町
の

岩
盤
を
南
北
に
二
分
す
る
中
央
構
造
線

が
と
お
っ
て
お
り
、
町
の
南
（
青
倉
方

面
）
で
石
灰
が
、
北
（
小
坂
方
面
）
で

は
鉄
鉱
石
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
豊
富
な
鉱
山
資
源
は
大
地

の
変
動
の
賜
物
で
す
。
こ
の
中
央
構
造

線
は
ジ
オ
サ
イ
ト
「
川
井
の
断
層
」
で

岩
盤
の
境
界
部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
年
末
年

始
、
12
月
29
日
（
土
）
〜
翌
年
1
月
4

日
（
金
）
の
期
間
、
休
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
下
仁
田
層
入
口
に
は
、
案
内
板
は

あ
る
が
解
説
が
な
い
。
こ
こ
に
資
料

を
入
れ
た
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
も
設
置
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
此
処

を
訪
れ
た
見
学
者
の
声
で
あ
る
。

　
こ
の
道
を
降
り
て
行
く
と
川
端
近

く
に
化
石
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
反
対

側
に
は
道
祖
神
２
体
と
弁
財
尊
天
１

体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
双
体
道
祖
神

の
建
立
は
１
７
３
７
年
（
元
文

２
）
、
も
う
１
体
は
１
８
９
４
年

（
明
治
27
）
。
弁
財
尊
天
は
１
７
９

７
年
（
寛
政
９
）
で
あ
り
、
当
時
の

信
仰
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
道
祖
神
は
、
村
の
境
や
辻
、
峠

な
ど
の
道
端
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
村
人
た
ち
の
安
全
を
守
り
、

悪
霊
や
邪
神
、
悪
疫
な
ど
を
防
ぐ
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
弁
財
尊

天
は
池
や
沼
、
川
な
ど
の
水
辺
に
祀

ら
れ
て
い
る
水
神
と
し
て
の
信
仰
の

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
建
立
の

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
、

こ
こ
に
は
古
く
か
ら
下
仁
田
と
南
牧

方
面
の
人
た
ち
の
往
来
の
道
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
３
体
の
石
造
物
の
前
か
ら

対
岸
へ
は
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
調
べ
て
み
る
と
対
岸

に
は
橋
台
ら
し
き
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
。
石
造
物
の
最
も
古
い
も
の
が
１

７
３
７
年
（
元
文
２
）
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
交
通
の
便
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
分
か
る
範

囲
で
架
橋
の
歴
史
を
調
べ
て
み
た
ら

次
の
通
り
で
あ
る
。

①
下
仁
田
町
上
町
焼
打
事
件
（
古
文

書
）
慶
応
四
年
三
月
九
日
に
、
「
南

牧
村
方
数
百
人
が
一
斉
に
繰
出
し
て

下
仁
田
に
向
ひ
、
川
井
善
福
寺
畦
下

の
西
牧
川
を
挟
ん
で
上
町
に
焼
き
払

い
を
加
え
た
」
と
記
し
て
あ
る
。
文

中
に
西
牧
川
を
渡
っ
て
と
あ
る
が
、

橋
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

②
道
祖
神
前
か
ら
対
岸
に
橋
が
架
け

ら
れ
た
年
代
は
不
明
だ
が
、
橋
が
流

失
し
た
の
は
１
９
１
０
年
（
明
治

43
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

「
群
馬
県
気
象
災
害
史
」
に
次
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
１
９
１

０
年
（
明
治
43
）
10
月
10
〜
13
日
、

北
甘
楽
郡
・
下
仁
田
町
西
牧
川
の
八

千
代
橋
流
失
」
と
あ
る
。
橋
が
何
時

架
け
ら
れ
た
の
か
知
り
た
い
が
、
今

と
な
っ
て
は
調
べ
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

③
そ
の
後
、
現
在
の
位
置
に
吊
り
橋

が
架
け
ら
れ
た
の
が
、
１
９
１
２
年

（
大
正
元
）
以
後
と
推
定
し
た
。
こ

の
吊
り
橋
は
何
度
も
渡
っ
た
経
験
が

あ
り
、
時
に
は
擦
り
減
っ
た
橋
板
の

隙
間
か
ら
下
を
覗
い
た
こ
と
な
ど
も

思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。
次
に
架
け

ら
れ
た
の
が
現
在
の
橋
で
あ
る
。

④
現
在
の
橋
が
完
成
を
見
た
の
は
１

９
７
１
年
（
昭
和
46
）
７
月
で
、
橋

桁
に
明
記
し
て
あ
る
。
下
仁
田
ジ
オ

サ
イ
ト
・
下
仁
田
層
に
つ
い
て
は
、

地
質
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
橋
の
架

か
っ
た
歴
史
や
地
形
、
河
岸
の
保
護

の
為
の
石
垣
に
つ
い
て
の
説
明
も
ほ

里
見
哲
夫

八
千
代
橋
の
歴
史

里
見
哲
夫

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

第
39
号

し
い
。
ま
た
、
河
岸
の
植
生
に
も
特

徴
が
あ
り
、
こ
れ
等
に
も
触
る
こ
と

が
大
切
で
あ
ろ
う
。
川
端
に
建
立
さ

れ
て
い
る
双
体
道
祖
神
の
素
材
の
ク

ヌ
ギ
石
は
南
牧
産
で
、
古
く
か
ら
使

わ
れ
て
い
た
歴
史
な
ど
も
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
他
の
２
体
は
安
山
岩

で
、
上
流
か
ら
流
さ
れ
て
来
た
石
で

あ
り
、
周
辺
の
護
岸
に
使
わ
れ
て
い

る
石
も
全
て
上
流
か
ら
流
れ
つ
い
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
と

の
生
活
の
関
わ
り
な
ど
も
話
題
に
し

た
い
も
の
だ
。
も
し
も
こ
の
道
が
無

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
下
仁
田
層
の
化

石
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
石
造
物
の
年
号
は
、
飯
島
富

司
氏
と
拓
本
を
取
り
調
べ
た
も
の
で

あ
る
。

八
千
代
橋
の
歴
史

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だよりジオ情報ジオ情報
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
9
月
に
予
定
を
し
て
い
た
大
地
の
歴

史
散
歩
が
延
期
と
な
っ
た
の
で
、
12
月

に
再
度
実
施
し
ま
す
。
日
本
三
大
奇
勝

の
ひ
と
つ
妙
義
山
。

　
絶
景
の
背
景
は
壮
大
な
大
地
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
ま
た
そ
ん
な
山
だ

か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
伝
説
や
謂
れ

が
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
話
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
大
自
然
が
作
り
出
す
ア
ー
ト

を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
8
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
２
時

●
集
合
　
中
之
嶽
神
社
駐
車
場

●
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
）

　
10
月
５
日
か
ら
７
日
に
年
に
一
度
、

日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
集
ま
る
全
国
大

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
大
会
で

は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
保
全
や
教
育
、
ツ

ア
ー
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
下
仁
田
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
報

告
を
し
、
多
く
の
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
27
日
、
金
剛
萱
の
発
掘
作
業
を

8
名
で
行
な
い
ま
し
た
。
4
月
の
調
査

で
掘
っ
た
場
所
の
さ
ら
に
下
を
掘
る
こ

と
、
1
ｍ
×
2
ｍ
の
範
囲
の
拡
張
が
中

心
で
し
た
。
2
点
の
八
風
山
安
山
岩
製

の
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
石
器
を
作

る
た
め
に
割
っ
た
剥
片
（
は
く
へ
ん
）

で
す
。
4
月
と
10
月
の
調
査
を
中
心

に
、
こ
れ
か
ら
自
然
史
館
の
研
究
報
告

に
成
果
の
ま
と
め
を
行
い
、
投
稿
す
る

予
定
で
す
。

　
区
民
の
方
か
ら
「
ジ
オ
サ
イ
ト
に

行
っ
て
み
た
け
ど
、
何
を
見
れ
ば
い
い

か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
11
月
３
日
に
川
井
区
対

象
の
ジ
オ
サ
イ
ト
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

大
地
の
歴
史
散
歩

妙
義
山
石
門
め
ぐ
り

大
地
の
歴
史
散
歩

妙
義
山
石
門
め
ぐ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に

参
加
し
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に

参
加
し
ま
し
た

川
井
区

ジ
オ
サ
イ
ト
現
地
説
明
会

川
井
区

ジ
オ
サ
イ
ト
現
地
説
明
会

コ
ラ
ム

大
地
が
生
み
出
し
た

下
仁
田
の
文
化

コ
ラ
ム

大
地
が
生
み
出
し
た

下
仁
田
の
文
化

金
剛
萱

金
剛
萱

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
予
定

行
事
報
告

　
当
日
は
地
区
の
方
30
人
以
上
の
方
が

集
ま
り
「
川
井
の
断
層
」
や
周
辺
サ
イ

ト
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
推
進
係
か
ら
ジ
オ
サ
イ
ト
の
説
明
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
方
か
ら
当

時
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
私
達

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
推
進
係
で
は
、
皆
さ
ん
の
地
区
の
ジ

オ
サ
イ
ト
の
説
明
に
ガ
イ
ド
と
と
も
に

伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
下
仁
田
の
中
心
街
は
現
在
で
も
飲
食
店

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
か
つ
て
は
ビ
リ
ヤ
ー

ド
場
や
パ
チ
ン
コ
屋
さ
ら
に
、
映
画
館
も

あ
り
ま
し
た
。
秋
に
は
、
7
台
の
山
車
が

町
内
を
巡
る
諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
が
行

な
わ
れ
る
な
ど
、
華
や
か
な
文
化
が
今
で

も
町
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
過
疎
化
が
す
す
ん
だ
山
奥
の
町
に
こ

れ
だ
け
の
文
化
が
残
っ
て
い
る
の
に
は

理
由
が
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
か
ら
昭

和
の
前
期
に
か
け
て
、
養
蚕
や
コ
ン

ニ
ャ
ク
産
業
、
林
業
や
鉄
鉱
石
や
石
灰

の
鉱
山
資
源
を
採
掘
す
る
な
ど
、
こ
の

地
に
住
む
人
達
が
こ
の
急
峻
な
山
で
囲

ま
れ
た
自
然
を
活
か
し
た
産
業
で
発
展

し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
特
に
、
下
仁
田
の
中
心
部
に
は
町
の

岩
盤
を
南
北
に
二
分
す
る
中
央
構
造
線

が
と
お
っ
て
お
り
、
町
の
南
（
青
倉
方

面
）
で
石
灰
が
、
北
（
小
坂
方
面
）
で

は
鉄
鉱
石
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
豊
富
な
鉱
山
資
源
は
大
地

の
変
動
の
賜
物
で
す
。
こ
の
中
央
構
造

線
は
ジ
オ
サ
イ
ト
「
川
井
の
断
層
」
で

岩
盤
の
境
界
部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
年
末
年

始
、
12
月
29
日
（
土
）
〜
翌
年
1
月
4

日
（
金
）
の
期
間
、
休
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
下
仁
田
層
入
口
に
は
、
案
内
板
は

あ
る
が
解
説
が
な
い
。
こ
こ
に
資
料

を
入
れ
た
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
も
設
置
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
此
処

を
訪
れ
た
見
学
者
の
声
で
あ
る
。

　
こ
の
道
を
降
り
て
行
く
と
川
端
近

く
に
化
石
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
反
対

側
に
は
道
祖
神
２
体
と
弁
財
尊
天
１

体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
双
体
道
祖
神

の
建
立
は
１
７
３
７
年
（
元
文

２
）
、
も
う
１
体
は
１
８
９
４
年

（
明
治
27
）
。
弁
財
尊
天
は
１
７
９

７
年
（
寛
政
９
）
で
あ
り
、
当
時
の

信
仰
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
道
祖
神
は
、
村
の
境
や
辻
、
峠

な
ど
の
道
端
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
村
人
た
ち
の
安
全
を
守
り
、

悪
霊
や
邪
神
、
悪
疫
な
ど
を
防
ぐ
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
弁
財
尊

天
は
池
や
沼
、
川
な
ど
の
水
辺
に
祀

ら
れ
て
い
る
水
神
と
し
て
の
信
仰
の

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
建
立
の

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
、

こ
こ
に
は
古
く
か
ら
下
仁
田
と
南
牧

方
面
の
人
た
ち
の
往
来
の
道
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
３
体
の
石
造
物
の
前
か
ら

対
岸
へ
は
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
調
べ
て
み
る
と
対
岸

に
は
橋
台
ら
し
き
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
。
石
造
物
の
最
も
古
い
も
の
が
１

７
３
７
年
（
元
文
２
）
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
交
通
の
便
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
分
か
る
範

囲
で
架
橋
の
歴
史
を
調
べ
て
み
た
ら

次
の
通
り
で
あ
る
。

①
下
仁
田
町
上
町
焼
打
事
件
（
古
文

書
）
慶
応
四
年
三
月
九
日
に
、
「
南

牧
村
方
数
百
人
が
一
斉
に
繰
出
し
て

下
仁
田
に
向
ひ
、
川
井
善
福
寺
畦
下

の
西
牧
川
を
挟
ん
で
上
町
に
焼
き
払

い
を
加
え
た
」
と
記
し
て
あ
る
。
文

中
に
西
牧
川
を
渡
っ
て
と
あ
る
が
、

橋
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

②
道
祖
神
前
か
ら
対
岸
に
橋
が
架
け

ら
れ
た
年
代
は
不
明
だ
が
、
橋
が
流

失
し
た
の
は
１
９
１
０
年
（
明
治

43
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

「
群
馬
県
気
象
災
害
史
」
に
次
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
１
９
１

０
年
（
明
治
43
）
10
月
10
〜
13
日
、

北
甘
楽
郡
・
下
仁
田
町
西
牧
川
の
八

千
代
橋
流
失
」
と
あ
る
。
橋
が
何
時

架
け
ら
れ
た
の
か
知
り
た
い
が
、
今

と
な
っ
て
は
調
べ
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

③
そ
の
後
、
現
在
の
位
置
に
吊
り
橋

が
架
け
ら
れ
た
の
が
、
１
９
１
２
年

（
大
正
元
）
以
後
と
推
定
し
た
。
こ

の
吊
り
橋
は
何
度
も
渡
っ
た
経
験
が

あ
り
、
時
に
は
擦
り
減
っ
た
橋
板
の

隙
間
か
ら
下
を
覗
い
た
こ
と
な
ど
も

思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。
次
に
架
け

ら
れ
た
の
が
現
在
の
橋
で
あ
る
。

④
現
在
の
橋
が
完
成
を
見
た
の
は
１

９
７
１
年
（
昭
和
46
）
７
月
で
、
橋

桁
に
明
記
し
て
あ
る
。
下
仁
田
ジ
オ

サ
イ
ト
・
下
仁
田
層
に
つ
い
て
は
、

地
質
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
橋
の
架

か
っ
た
歴
史
や
地
形
、
河
岸
の
保
護

の
為
の
石
垣
に
つ
い
て
の
説
明
も
ほ

里
見
哲
夫

八
千
代
橋
の
歴
史

里
見
哲
夫

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

第
39
号

し
い
。
ま
た
、
河
岸
の
植
生
に
も
特

徴
が
あ
り
、
こ
れ
等
に
も
触
る
こ
と

が
大
切
で
あ
ろ
う
。
川
端
に
建
立
さ

れ
て
い
る
双
体
道
祖
神
の
素
材
の
ク

ヌ
ギ
石
は
南
牧
産
で
、
古
く
か
ら
使

わ
れ
て
い
た
歴
史
な
ど
も
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
他
の
２
体
は
安
山
岩

で
、
上
流
か
ら
流
さ
れ
て
来
た
石
で

あ
り
、
周
辺
の
護
岸
に
使
わ
れ
て
い

る
石
も
全
て
上
流
か
ら
流
れ
つ
い
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
と

の
生
活
の
関
わ
り
な
ど
も
話
題
に
し

た
い
も
の
だ
。
も
し
も
こ
の
道
が
無

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
下
仁
田
層
の
化

石
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
石
造
物
の
年
号
は
、
飯
島
富

司
氏
と
拓
本
を
取
り
調
べ
た
も
の
で

あ
る
。

八
千
代
橋
の
歴
史

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だよりジオ情報ジオ情報
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作文
優秀賞

い
じ
め

下
仁
田
中
学
校
　
三
年
　
市
川
　
七
夕
華

広
報しもにた

人権ポスター
優秀賞

下仁田中学校三年　岩井　冴貴
「仲良く遊ぼう」

12月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

12/20（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：３０

妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉保険課福祉係　６４－８８０３（直通）

12/4（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

人権ポスター
優秀賞

下仁田中学校三年　関口　大輝
「絆を大切に」

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品
を
、数

回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ

い
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
29
年
度
の
も
の
で
す
。

　
い
じ
め
と
は
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
側
の
人
は
何
も
し
て
い
な

い
の
に
暴
言
や
暴
力
で
傷
つ
け
る
こ
と
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

普
通
に
考
え
た
ら
い
じ
め
て
い
る
人
が
悪
い
で
す
。で
も
、何
の

理
由
も
な
く
人
を
い
じ
め
て
い
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、私
の
周
り
に
は
、い
じ
め
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。私
も
い
じ

め
と
い
う
も
の
に
直
接
関
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。な
の

で
、私
の
言
って
い
る
こ
と
に
は
説
得
力
が
な
い
と
思
い
ま
す
。で

も
、こ
れ
は
私
が
い
じ
め
と
い
う
も
の
を
考
え
た
と
き
に
パッ
と

う
か
ん
で
き
た
意
見
で
す
。「
ど
う
し
て
い
じ
め
は
起
き
る
の
だ

ろ
う
。」そ
れ
は
、い
じ
め
て
い
る
人
に
何
か
考
え
が
あ
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、決
し
て
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん

が
。た
と
え
ば
、自
分
の
立
場
が
な
か
っ
た
か
ら
。誰
か
に
認
め

て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
。こ
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
仮
に
、ど
こ
か
の
学
校
で
い
じ
め
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
し
ま

す
。い
じ
め
が
見
つ
か
り
誰
か
が
先
生
に
伝
え
ま
す
。そ
う
し

た
ら
、そ
れ
ま
で
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
人
は
、き
っ
と
い

じ
め
ら
れ
る
人
の
味
方
に
つ
く
は
ず
で
す
。先
生
も
き
っ
と
い
じ

め
ら
れ
る
人
の
味
方
に
つ
き
、い
じ
め
て
い
る
人
を
責
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。こ
の
話
を
聞
い
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
い

じ
め
て
い
る
人
が
悪
い
こ
と
を
し
た
の
だ
か
ら
当
然
だ
と
考
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。で
も
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か

と
言
い
た
い
の
で
す
。ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
じ
め
は
い
け

な
い
と
い
う
の
は
確
か
で
す
。で
も
、人
権
が
あ
り
ま
す
。い
じ

め
て
い
る
人
を
か
ば
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、「
人
権

を
大
切
に
し
な
さ
い
。」と
か
を
言
う
の
な
ら
、そ
の
人
の
話
を

聞
い
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
って
く
だ
さ
い
。そ
れ
が

改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、ず
っ
と
い
じ
め
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。味
方
と
か
そ
う
い
う
の
は
関
係
な
く
、同
じ
人
権
を

持
っ
た
人
間
と
し
て
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
が
、い
じ
め

を
な
く
す
た
め
の
第
一歩
と
考
え
ま
す
。そ
れ
と
同
時
に
人
権

が
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一つ
は
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
を
や
め
る
の
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。い
じ
め
を
見
つ
け
た
と
き
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
て
い
る
人
に
も
考
え
が
あ
る
は
ず
で
す
。例
え
ば
、「
私
も
い

じ
め
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。」、「
私
は
関
係
な
い
。」な
ど
で

す
。昔
の
私
な
ら
こ
ん
ふ
う
に
思
って
い
た
で
し
ょ
う
。で
も
昔
の

私
に
言
って
や
り
た
い
で
す
。

「
誰
の
こ
と
を
思
って
そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
た
の
か
。」と
。自

分
で
す
。相
手
の
こ
と
な
ど一ミ
リ
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

逆
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
た
ら
、注
意
し
な
く
て
は
。だ
れ
か

に
し
ら
せ
な
く
て
は
。な
ど
の
考
え
が
持
て
る
と
思
い
ま
す
。単

に
そ
の
考
え
を
持
て
と
言
わ
れ
て
も
難
し
い
で
す
。そ
れ
に
は

勇
気
が
必
要
な
の
で
す
。私
が
相
手
を
助
け
る
ん
だ
と
い
う
ふ

う
に
考
え
れ
ば
自
然
と
勇
気
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ふ
た
つ
を
心
に
置
い
て
お
け
ば
、い
じ
め
は
少
な
く
な
っ

て
い
き
、最
終
的
に
は
な
く
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。み
ん
な
が

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

いい
と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

あ
り
が
と
う

　
　
つ
た
え
る
こ
と
で

　
　
　
　
え
が
お
に
な
れ
る
　
　

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
下
山
　
莉
波

人権標語
優秀賞

え
が
お
か
ら

　
　
広
が
る
や
さ
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
思
い
や
り

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
荒
川
　
白
天

人権標語
優秀賞

「
あ
り
が
と
う
」

　
　
み
ん
な
に
笑
顔
を
く
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
魔
法
の
言
葉

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
森
川
陽
菜
子

人権標語
優秀賞

大
丈
夫
？

　
　
少
し
の
気
づ
か
い

　
　
　
　
や
さ
し
い
な
か
ま

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
永
井
　
奏

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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作文
優秀賞

い
じ
め

下
仁
田
中
学
校
　
三
年
　
市
川
　
七
夕
華

広
報しもにた

人権ポスター
優秀賞

下仁田中学校三年　岩井　冴貴
「仲良く遊ぼう」

12月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

12/20（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：３０

妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉保険課福祉係　６４－８８０３（直通）

12/4（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

人権ポスター
優秀賞

下仁田中学校三年　関口　大輝
「絆を大切に」

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品
を
、数

回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ

い
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
29
年
度
の
も
の
で
す
。

　
い
じ
め
と
は
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
側
の
人
は
何
も
し
て
い
な

い
の
に
暴
言
や
暴
力
で
傷
つ
け
る
こ
と
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

普
通
に
考
え
た
ら
い
じ
め
て
い
る
人
が
悪
い
で
す
。で
も
、何
の

理
由
も
な
く
人
を
い
じ
め
て
い
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、私
の
周
り
に
は
、い
じ
め
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。私
も
い
じ

め
と
い
う
も
の
に
直
接
関
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。な
の

で
、私
の
言
って
い
る
こ
と
に
は
説
得
力
が
な
い
と
思
い
ま
す
。で

も
、こ
れ
は
私
が
い
じ
め
と
い
う
も
の
を
考
え
た
と
き
に
パッ
と

う
か
ん
で
き
た
意
見
で
す
。「
ど
う
し
て
い
じ
め
は
起
き
る
の
だ

ろ
う
。」そ
れ
は
、い
じ
め
て
い
る
人
に
何
か
考
え
が
あ
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、決
し
て
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん

が
。た
と
え
ば
、自
分
の
立
場
が
な
か
っ
た
か
ら
。誰
か
に
認
め

て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
。こ
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
仮
に
、ど
こ
か
の
学
校
で
い
じ
め
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
し
ま

す
。い
じ
め
が
見
つ
か
り
誰
か
が
先
生
に
伝
え
ま
す
。そ
う
し

た
ら
、そ
れ
ま
で
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
人
は
、き
っ
と
い

じ
め
ら
れ
る
人
の
味
方
に
つ
く
は
ず
で
す
。先
生
も
き
っ
と
い
じ

め
ら
れ
る
人
の
味
方
に
つ
き
、い
じ
め
て
い
る
人
を
責
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。こ
の
話
を
聞
い
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
い

じ
め
て
い
る
人
が
悪
い
こ
と
を
し
た
の
だ
か
ら
当
然
だ
と
考
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。で
も
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か

と
言
い
た
い
の
で
す
。ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
じ
め
は
い
け

な
い
と
い
う
の
は
確
か
で
す
。で
も
、人
権
が
あ
り
ま
す
。い
じ

め
て
い
る
人
を
か
ば
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、「
人
権

を
大
切
に
し
な
さ
い
。」と
か
を
言
う
の
な
ら
、そ
の
人
の
話
を

聞
い
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
って
く
だ
さ
い
。そ
れ
が

改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、ず
っ
と
い
じ
め
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。味
方
と
か
そ
う
い
う
の
は
関
係
な
く
、同
じ
人
権
を

持
っ
た
人
間
と
し
て
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
が
、い
じ
め

を
な
く
す
た
め
の
第
一歩
と
考
え
ま
す
。そ
れ
と
同
時
に
人
権

が
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一つ
は
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
を
や
め
る
の
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。い
じ
め
を
見
つ
け
た
と
き
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
て
い
る
人
に
も
考
え
が
あ
る
は
ず
で
す
。例
え
ば
、「
私
も
い

じ
め
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。」、「
私
は
関
係
な
い
。」な
ど
で

す
。昔
の
私
な
ら
こ
ん
ふ
う
に
思
って
い
た
で
し
ょ
う
。で
も
昔
の

私
に
言
って
や
り
た
い
で
す
。

「
誰
の
こ
と
を
思
って
そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
た
の
か
。」と
。自

分
で
す
。相
手
の
こ
と
な
ど一ミ
リ
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

逆
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
た
ら
、注
意
し
な
く
て
は
。だ
れ
か

に
し
ら
せ
な
く
て
は
。な
ど
の
考
え
が
持
て
る
と
思
い
ま
す
。単

に
そ
の
考
え
を
持
て
と
言
わ
れ
て
も
難
し
い
で
す
。そ
れ
に
は

勇
気
が
必
要
な
の
で
す
。私
が
相
手
を
助
け
る
ん
だ
と
い
う
ふ

う
に
考
え
れ
ば
自
然
と
勇
気
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ふ
た
つ
を
心
に
置
い
て
お
け
ば
、い
じ
め
は
少
な
く
な
っ

て
い
き
、最
終
的
に
は
な
く
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。み
ん
な
が

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

いい
と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

あ
り
が
と
う

　
　
つ
た
え
る
こ
と
で

　
　
　
　
え
が
お
に
な
れ
る
　
　

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
下
山
　
莉
波

人権標語
優秀賞

え
が
お
か
ら

　
　
広
が
る
や
さ
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
思
い
や
り

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
荒
川
　
白
天

人権標語
優秀賞

「
あ
り
が
と
う
」

　
　
み
ん
な
に
笑
顔
を
く
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
魔
法
の
言
葉

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
森
川
陽
菜
子

人権標語
優秀賞

大
丈
夫
？

　
　
少
し
の
気
づ
か
い

　
　
　
　
や
さ
し
い
な
か
ま

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
永
井
　
奏

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
介
護
に
直
面
し
て
も
、
介
護
休

業
制
度
等
を
利
用
し
な
が
ら
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
社
に
就
業
規
則
が
な
く
て
も

利
用
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
の

「
両
立
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
迷

わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
９

●
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な

体
制
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
地
元
施
設
を
利
用
し

よ
う
と
し
て
も
、
介
護
職
員
の
人

数
に
よ
っ
て
は
制
限
が
で
き
、
利

用
で
き
な
い
場
合
が
生
じ
ま
す
。

　
町
内
の
介
護
事
業
所
で
は
、
下

記
の
と
お
り
介
護
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
介
護
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
地
元
の
介
護
事
業
所
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
問
い
合
わ
せ
は
各
事
業
所
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

面
会
に
つ
い
て

　
今
後
、
冬
季
の
感
染
性
疾
患
の

流
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
面
会
さ

れ
る
方
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
指
消
毒
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
入
院
患
者
様
に
感
染
す

る
と
重
大
な
症
状
を
招
く
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　
院
内
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
12
月
21
日
（
金
）
午
後
、
乳
児

健
診
の
た
め
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い

場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
４
日
、
１
月
８
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
・
1
月
は
第

２
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
自
動
車
税
の
納
税
は
、
口
座
振

替
が
安
心
・
便
利
・
確
実
で
す
。

　
お
申
込
み
は
、
専
用
の
申
込
み
は

が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便

ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

●
申
込
み
は
が
き
配
布
場
所

　
行
政
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税

事
務
所
、
市
町
村
各
金
融
機
関
窓

口
な
ど
。

※
は
が
き
は
郵
便
で
も
お
送
り
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
４
―
63
―
２
２
４
５

自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
４
３
４
３

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
方
、
も
し
く
は
加
入
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り

の
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の

支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で

は
、
被
共
済
者
の
方
に
確
実
に
退
職

金
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
等

を
目
的
と
し
て
、
現
況
調
査
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０
―
８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
―
24
―

１
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
８
９

℻
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
９
０

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　
下
仁
田
町
教
育
相
談
事
業
で

は
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
及
び
そ

の
保
護
者
か
ら
の
様
々
な
心
配
ご

と
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
教
育

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
教
育
相
談
「
し
も
に
た
相
談

ル
ー
ム
」
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
学
校
生
活
や
友
人
関
係
、
家

族
関
係
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
児

童
・
生
徒
や
、
子
ど
も
の
教
育
に

つ
い
て
悩
み
を
も
つ
保
護
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
相
談
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
専

用
直
通
電
話
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
、
平
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
連
絡
方
法
　
専
用
直
通
電
話

☎
0
2
7
4
―
64
―
9
0
1
5

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
　

☎
82
―
2
1
1
5

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　
国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問

題
を
始
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
し
て
、
関
心

と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致
容
疑

事
案
」
及
び
「
拉
致
の
可
能
性
を

排
除
で
き
な
い
事
案
」
に
関
す
る

情
報
提
供
等
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　富
岡
警
察
署
　

☎
０
２
７
４
―
62
―
０
１
１
０

　
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

は
平
成
30
年
12
月
1
日
（
土
）
か

ら
平
成
31
年
3
月
31
日
（
日
）
の

間
は
、
冬
季
閉
鎖
の
た
め
見
学
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
下
仁
田
町
歴
史
館
も
荒

船
風
穴
の
冬
季
閉
鎖
期
間
中
は
毎

週
月
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援

金
は
来
年
も
受
付
し
ま
す

　
現
在
役
場
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
る
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
の
受
付
は
、
12
月
20
日

（
木
）
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義

援
金
は
平
成
31
年
３
月
中
旬
頃
ま

で
受
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日

も
平
日
と
同
じ
時
間
で
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

●
受
付
場
所

役
場
会
計
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

役
場
会
計
課
　
役
場
内
線
4
0
1

　
県
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

や
不
法
焼
却
な
ど
の
不
適
正
な
処

理
を
防
止
す
る
た
め
、
12
月
を

「
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
強
化
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

事業者名

社会福祉法人 
しもにた会

株式会社
オギノケア
サービス

社会福祉法人
馬山会

株式会社
こもれび

事業所名

特別養護老人ホーム
かぶらの里

グループホーム スマイル
グループホーム グリーンテラス
ケアサポート ハーモニー

下仁田町
デイサービスセンター

デイハウス　こもれび

デイハウス　ひだまり

事業所住所

大字下小坂877

大字西野牧5803-1
大字下仁田423-6
大字馬山2495-1

大字馬山2668

大字馬山5913-1

大字下仁田473-6

問い合わせ先

0274-82-0222

0274-60-3303

0274-82-4088

0120-555-334

担当者

黛

荻野

蟻坂

山田

募集人員
（資格・要件）

介護職員 ３名
看護師（正又は准） 1名

介護職員 若干名

介護職員・非常勤 ２名
（普通車免許）

介護職員・パート ２名
（介護福祉士、初任者研修）

介護職員・パート ２名
（介護福祉士、初任者研修）

お知らせ版お知らせ版

介
護
で
仕
事
を
辞
め
る
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

下
仁
田
町
教
育
相
談
事
業

富
岡
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
職
員
募
集

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

世
界
文
化
遺
産「
荒
船
風
穴
」は

冬
季
閉
鎖
中
で
す

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
の

受
付
は
12
月
20
日
ま
で
で
す

行
政
相
談

自
動
車
税
の
納
税
は
口
座
振
替
へ

１２
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
強
化
月
間
で
す

（
不
法
投
棄・焼
却
防
止
）

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
介
護
に
直
面
し
て
も
、
介
護
休

業
制
度
等
を
利
用
し
な
が
ら
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
社
に
就
業
規
則
が
な
く
て
も

利
用
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
の

「
両
立
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
迷

わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
９

●
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な

体
制
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
地
元
施
設
を
利
用
し

よ
う
と
し
て
も
、
介
護
職
員
の
人

数
に
よ
っ
て
は
制
限
が
で
き
、
利

用
で
き
な
い
場
合
が
生
じ
ま
す
。

　
町
内
の
介
護
事
業
所
で
は
、
下

記
の
と
お
り
介
護
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
介
護
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
地
元
の
介
護
事
業
所
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
問
い
合
わ
せ
は
各
事
業
所
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

面
会
に
つ
い
て

　
今
後
、
冬
季
の
感
染
性
疾
患
の

流
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
面
会
さ

れ
る
方
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
指
消
毒
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
入
院
患
者
様
に
感
染
す

る
と
重
大
な
症
状
を
招
く
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　
院
内
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
12
月
21
日
（
金
）
午
後
、
乳
児

健
診
の
た
め
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い

場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
４
日
、
１
月
８
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
・
1
月
は
第

２
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
自
動
車
税
の
納
税
は
、
口
座
振

替
が
安
心
・
便
利
・
確
実
で
す
。

　
お
申
込
み
は
、
専
用
の
申
込
み
は

が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便

ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

●
申
込
み
は
が
き
配
布
場
所

　
行
政
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税

事
務
所
、
市
町
村
各
金
融
機
関
窓

口
な
ど
。

※
は
が
き
は
郵
便
で
も
お
送
り
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
４
―
63
―
２
２
４
５

自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
４
３
４
３

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
方
、
も
し
く
は
加
入
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り

の
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の

支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で

は
、
被
共
済
者
の
方
に
確
実
に
退
職

金
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
等

を
目
的
と
し
て
、
現
況
調
査
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０
―
８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
―
24
―

１
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
８
９

℻
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
９
０

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　
下
仁
田
町
教
育
相
談
事
業
で

は
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
及
び
そ

の
保
護
者
か
ら
の
様
々
な
心
配
ご

と
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
教
育

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
教
育
相
談
「
し
も
に
た
相
談

ル
ー
ム
」
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
学
校
生
活
や
友
人
関
係
、
家

族
関
係
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
児

童
・
生
徒
や
、
子
ど
も
の
教
育
に

つ
い
て
悩
み
を
も
つ
保
護
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
相
談
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
専

用
直
通
電
話
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
、
平
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
連
絡
方
法
　
専
用
直
通
電
話

☎
0
2
7
4
―
64
―
9
0
1
5

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
　

☎
82
―
2
1
1
5

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　
国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問

題
を
始
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
し
て
、
関
心

と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致
容
疑

事
案
」
及
び
「
拉
致
の
可
能
性
を

排
除
で
き
な
い
事
案
」
に
関
す
る

情
報
提
供
等
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　富
岡
警
察
署
　

☎
０
２
７
４
―
62
―
０
１
１
０

　
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」

は
平
成
30
年
12
月
1
日
（
土
）
か

ら
平
成
31
年
3
月
31
日
（
日
）
の

間
は
、
冬
季
閉
鎖
の
た
め
見
学
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
下
仁
田
町
歴
史
館
も
荒

船
風
穴
の
冬
季
閉
鎖
期
間
中
は
毎

週
月
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援

金
は
来
年
も
受
付
し
ま
す

　
現
在
役
場
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
る
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
の
受
付
は
、
12
月
20
日

（
木
）
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義

援
金
は
平
成
31
年
３
月
中
旬
頃
ま

で
受
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日

も
平
日
と
同
じ
時
間
で
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

●
受
付
場
所

役
場
会
計
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

役
場
会
計
課
　
役
場
内
線
4
0
1

　
県
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

や
不
法
焼
却
な
ど
の
不
適
正
な
処

理
を
防
止
す
る
た
め
、
12
月
を

「
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
強
化
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

事業者名

社会福祉法人 
しもにた会

株式会社
オギノケア
サービス

社会福祉法人
馬山会

株式会社
こもれび

事業所名

特別養護老人ホーム
かぶらの里

グループホーム スマイル
グループホーム グリーンテラス
ケアサポート ハーモニー

下仁田町
デイサービスセンター

デイハウス　こもれび

デイハウス　ひだまり

事業所住所

大字下小坂877

大字西野牧5803-1
大字下仁田423-6
大字馬山2495-1

大字馬山2668

大字馬山5913-1

大字下仁田473-6

問い合わせ先

0274-82-0222

0274-60-3303

0274-82-4088

0120-555-334

担当者

黛

荻野

蟻坂

山田

募集人員
（資格・要件）

介護職員 ３名
看護師（正又は准） 1名

介護職員 若干名

介護職員・非常勤 ２名
（普通車免許）

介護職員・パート ２名
（介護福祉士、初任者研修）

介護職員・パート ２名
（介護福祉士、初任者研修）

お知らせ版お知らせ版

介
護
で
仕
事
を
辞
め
る
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

下
仁
田
町
教
育
相
談
事
業

富
岡
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
職
員
募
集

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

世
界
文
化
遺
産「
荒
船
風
穴
」は

冬
季
閉
鎖
中
で
す

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
の

受
付
は
12
月
20
日
ま
で
で
す

行
政
相
談

自
動
車
税
の
納
税
は
口
座
振
替
へ

１２
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
強
化
月
間
で
す

（
不
法
投
棄・焼
却
防
止
）

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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期
間
中
、
休
日
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空

か
ら
の
監
視
、
啓
発
活
動
な
ど
適

正
処
理
に
向
け
た
取
組
を
集
中
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
不
適
正
処
理
は
、

未
然
防
止
と
早
期
発
見
が
と
て
も

重
要
で
す
。

　
地
域
の
環
境
は
、
地
域
で
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
不
適
正
処

理
情
報
（
日
時
・
場
所
な
ど
）
の

提
供
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

《
通
報
例
１
》

出
張
先
で
廃
棄
物
の
投
棄
と
思
わ

れ
る
場
所
を
見
つ
け
た
。

《
通
報
例
２
》

自
宅
近
く
で
廃
棄
物
の
焼
却
と
思

わ
れ
る
行
為
を
見
つ
け
た
。

〈
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・

問
合
わ
せ
先
〉
　

県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
）

〇
里
親
と
は

　
虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
を
愛
情
と
誠
意
を

も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
を
里

親
と
い
い
ま
す
。
里
親
に
は
子
ど
も

が
実
親
の
元
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
預
か
り
養
育
す

る
「
養
育
里
親
」
や
養
子
縁
組
を
前

提
と
す
る
「
養
子
縁
組
里
親
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

〇
里
親
に
な
る
に
は

　
健
康
状
態
や
経
済
状
況
な
ど
に
あ

る
程
度
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
特

別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
児
童
相
談
所
に
相
談
し
里
親
制

度
に
つ
い
て
ご
理
解
の
上
で
里
親
の

登
録
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
県
が
家
庭
調
査
等
を
行

い
審
査
、
研
修
を
経
て
里
親
と
し
て

登
録
と
な
り
ま
す
。
登
録
と
な
っ
て

か
ら
子
ど
も
を
預
か
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
里
親

と
し
て
子
ど
も
を
預
か
っ
て
い
る
期

間
は
子
ど
も
の
生
活
費
や
委
託
手
当

な
ど
が
毎
月
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
中
央
児
童
相
談
所

（
前
橋
市
野
中
町
）

☎
０
２
７
―
２
６
１
―
１
０
０
０

・
中
央
児
童
相
談
所
北
部
支
所

（
渋
川
市
金
井
）

☎
０
２
７
９
―
20
―
１
０
１
０

・
西
部
児
童
相
談
所

（
高
崎
市
高
松
町
）

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
２
４
９
８

・
東
部
児
童
相
談
所

（
太
田
市
西
本
町
）

☎
０
２
７
６
―
31
―
３
７
２
１

群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
「
里
親
制
度
の
ご
案
内
」
と

検
索
し
て
い
た
だ
く
と
制
度
の
概

要
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
12
月
10
日
（
月
）
か
ら
同
月
16
日

（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
「
北
朝
鮮

人
権
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊

の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解

決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
４
４
６
６

（
代
表
）
　

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
し
採
用
予
定
月

の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女
。
た
だ
し
、
32
歳
の
者

に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
１

日
か
ら
起
算
し
て
３
月
に
達
す
る

日
の
翌
月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に

達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。

●
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
受
付

●
試
験
日
等

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
入
隊
時
期
　
平
成
31
年
春
以
降

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間

平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）
ま
で

●
試
験
日

【
１
次
試
験
】

平
成
31
年
１
月
19
日
（
土
）

●
試
験
場
所

勢
多
会
館
（
前
橋
市
予
定
）

●
入
校
時
期
　
平
成
31
年
４
月
上
旬

詳
し
く
は
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力

本
部
高
崎
地
域
事
務
所

☎
０
２
７
―
３
２
６
―
１
７
６
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ

☎
０
１
２
０
―
５
５
６
―
８
８
４

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
日
常

的
に
起
こ
り
得
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

や
財
産
管
理
、
不
動
産
、
相
続
の

身
近
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
っ
と
し
た
成
年
後
見
制
度
の

疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
係
争
中
の
案
件
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
個
人
情
報
等
ご
相
談
い
た
だ
い

た
内
容
は
適
正
に
管
理
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　

包
括
支
援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4

『
お
金
を
か
け
ず
に
宣
伝
す
る
方

法
（
実
践
編
）
』

●
日
時
　
12
月
21
日
（
金
）

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所

ホ
テ
ル
ア
ミ
ュ
ー
ズ
富
岡
　
白
雲

●
講
師

㈱
マ
ジ
ッ
ク
マ
イ
ス
タ
ー
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
　
大
谷
芳
弘
氏

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
先
着
70
名

●
申
込
方
法

　
「
申
込
書
」
に
ご
記
入
の
う

え
、
F
A
X
に
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
事
務
局
に

電
話
に
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
産
業
支
援

機
構
　
群
馬
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
0
2
7
―
2
6
5
―
5
0
1
6

℻
0
2
7
―
2
6
5
―
5
0
7
5

●
日
時

１
月
１
日
（
火
）
午
前
３
時
出
発

●
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
費
用
　
１
，
０
０
０
円

（
保
険
料
、
写
真
代
等
）

●
募
集
人
員
　
20
人

●
持
ち
物

防
寒
具
（
服
・
帽
子
・
手
袋
・
雪
が

入
ら
な
い
靴
）
・
懐
中
電
灯
・
餅

（
各
自
食
べ
る
分
）
・
お
椀
・
箸

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
協
山
岳
部
長
　
荒
木
勝
巳
宅

☎
82
―
５
８
８
３

　
『
開
催
日
が
変
わ
り
ま
し
た
！
』

湯
前
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
る
ミ
ニ
駅

伝
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
や
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
楽
し
く
走
り
（
歩
き
）
ま
し
ょ

う
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
３
月
３
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
（
受
付
開
始
８
時
）

※
雨
天
等
延
期
の
場
合
３
月
10
日
（
日
）

●
場
所
　
下
仁
田
小
学
校 

校
庭
発

着
（
湯
前
周
回
コ
ー
ス
）

●
チ
ー
ム
編
成
　
３
〜
５
人
（
一

般
、
壮
年
、
小
中
学
生
男
女
、
申
告
、

ウ
ォ
ー
ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
）

●
表
彰
　
１
位
〜
３
位
（
小
学
生

の
部
に
は
メ
ダ
ル
、
そ
の
他
の
部

に
は
景
品
を
授
与
）

●
申
込
期
限
　
２
月
１
日
（
金
）

●
主
催

下
仁
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

　
親
子
で
ス
キ
ー
の
技
術
講
習
を

受
け
、
楽
し
く
滑
り
ま
す
。

●
期
日

平
成
31
年
２
月
10
日
（
日
）

●
行
き
先
　
水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

●
参
加
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母

（
父
）
子
家
庭
の
母
（
父
）
と
子

（
高
校
生
以
下
）
及
び
寡
婦

●
参
加
費

大
人
（
非
会
員
）
５
，
５
０
０
円

母
（
父
）
子
会
員
４
，
０
０
０
円

子
（
高
校
生
以
下
）
２
，
５
０
０
円

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
　
１
，
０
０
０
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ
ス

代
・
保
険
料
・
ス
キ
ー
教
室
参
加
料
）

●
乗
車
場
所
　
館
林
市
役
所
・
太

田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
伊
勢
崎
市
役

所
・
ら
ら
ん
藤
岡
・
高
崎
駅
東

口
・
新
前
橋
駅
東
口
・
渋
川
市
役

所
・
沼
田
運
動
公
園

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
は
が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
希
望

乗
車
地
及
び
親
子
ス
キ
ー
教
室
と
記

入
の
う
え
、
左
記
に
申
し
込
む
。

（
１
月
18
日
必
着
）

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　
前
橋
市
新

前
橋
町
13
―
12
群
馬
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
内
５
階
一
般
財
団
法
人

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

●
取
扱
旅
行
会
社

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

●
発
売
日

平
成
30
年
12
月
25
日
（
火
）
〜

平
成
31
年
1
月
2
日
（
水
）

●
価
格
　
大
人
5
0
0
円

　
　
　
　
小
人
2
5
0
円

●
適
用
期
間

平
成
31
年
1
月
1
日
・
2
日
の
2

日
間
い
ず
れ
か
1
日
の
み

●
適
用
区
間
　
高
崎
〜
下
仁
田
間

乗
り
降
り
自
由

●
発
売
枚
数
　
5
，
0
0
0
枚
限
定

●
発
売
箇
所
　
上
信
電
鉄
の
無
人

駅
を
除
く
各
駅
と
本
社
鉄
道
部

●
問
い
合
わ
せ
先

上
信
電
鉄
　
鉄
道
部

☎
0
2
7
―
3
2
3
―
8
0
7
3

http://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a/

里
親
募
集
の
お
知
ら
せ

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

群
馬
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
講
座
の
お
知
ら
せ

初
日
の
出
参
拝

（
荒
船
山
新
年
登
山
）

第
36
回 

下
仁
田
町
か
ら
っ
風

駅
伝
大
会

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は

次
の
種
目
を
募
集
し
ま
す

「
寿・ワ
ン
コ
イ
ン
１
日

フ
リ
ー
乗
車
券
」の
お
知
ら
せ

富
岡
甘
楽
地
域

後
見
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

平
成
30
年
度

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
に
つ
い
て

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」参
加
者
募
集
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期
間
中
、
休
日
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空

か
ら
の
監
視
、
啓
発
活
動
な
ど
適

正
処
理
に
向
け
た
取
組
を
集
中
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
不
適
正
処
理
は
、

未
然
防
止
と
早
期
発
見
が
と
て
も

重
要
で
す
。

　
地
域
の
環
境
は
、
地
域
で
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
不
適
正
処

理
情
報
（
日
時
・
場
所
な
ど
）
の

提
供
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

《
通
報
例
１
》

出
張
先
で
廃
棄
物
の
投
棄
と
思
わ

れ
る
場
所
を
見
つ
け
た
。

《
通
報
例
２
》

自
宅
近
く
で
廃
棄
物
の
焼
却
と
思

わ
れ
る
行
為
を
見
つ
け
た
。

〈
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・

問
合
わ
せ
先
〉
　

県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
）

〇
里
親
と
は

　
虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
を
愛
情
と
誠
意
を

も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
を
里

親
と
い
い
ま
す
。
里
親
に
は
子
ど
も

が
実
親
の
元
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
預
か
り
養
育
す

る
「
養
育
里
親
」
や
養
子
縁
組
を
前

提
と
す
る
「
養
子
縁
組
里
親
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

〇
里
親
に
な
る
に
は

　
健
康
状
態
や
経
済
状
況
な
ど
に
あ

る
程
度
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
特

別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
児
童
相
談
所
に
相
談
し
里
親
制

度
に
つ
い
て
ご
理
解
の
上
で
里
親
の

登
録
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
県
が
家
庭
調
査
等
を
行

い
審
査
、
研
修
を
経
て
里
親
と
し
て

登
録
と
な
り
ま
す
。
登
録
と
な
っ
て

か
ら
子
ど
も
を
預
か
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
里
親

と
し
て
子
ど
も
を
預
か
っ
て
い
る
期

間
は
子
ど
も
の
生
活
費
や
委
託
手
当

な
ど
が
毎
月
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
中
央
児
童
相
談
所

（
前
橋
市
野
中
町
）

☎
０
２
７
―
２
６
１
―
１
０
０
０

・
中
央
児
童
相
談
所
北
部
支
所

（
渋
川
市
金
井
）

☎
０
２
７
９
―
20
―
１
０
１
０

・
西
部
児
童
相
談
所

（
高
崎
市
高
松
町
）

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
２
４
９
８

・
東
部
児
童
相
談
所

（
太
田
市
西
本
町
）

☎
０
２
７
６
―
31
―
３
７
２
１

群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
「
里
親
制
度
の
ご
案
内
」
と

検
索
し
て
い
た
だ
く
と
制
度
の
概

要
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
12
月
10
日
（
月
）
か
ら
同
月
16
日

（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
「
北
朝
鮮

人
権
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊

の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解

決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
４
４
６
６

（
代
表
）
　

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
し
採
用
予
定
月

の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女
。
た
だ
し
、
32
歳
の
者

に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
１

日
か
ら
起
算
し
て
３
月
に
達
す
る

日
の
翌
月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に

達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。

●
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
受
付

●
試
験
日
等

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
入
隊
時
期
　
平
成
31
年
春
以
降

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間

平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）
ま
で

●
試
験
日

【
１
次
試
験
】

平
成
31
年
１
月
19
日
（
土
）

●
試
験
場
所

勢
多
会
館
（
前
橋
市
予
定
）

●
入
校
時
期
　
平
成
31
年
４
月
上
旬

詳
し
く
は
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力

本
部
高
崎
地
域
事
務
所

☎
０
２
７
―
３
２
６
―
１
７
６
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ

☎
０
１
２
０
―
５
５
６
―
８
８
４

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
日
常

的
に
起
こ
り
得
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

や
財
産
管
理
、
不
動
産
、
相
続
の

身
近
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
っ
と
し
た
成
年
後
見
制
度
の

疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
係
争
中
の
案
件
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
個
人
情
報
等
ご
相
談
い
た
だ
い

た
内
容
は
適
正
に
管
理
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　

包
括
支
援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4

『
お
金
を
か
け
ず
に
宣
伝
す
る
方

法
（
実
践
編
）
』

●
日
時
　
12
月
21
日
（
金
）

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所

ホ
テ
ル
ア
ミ
ュ
ー
ズ
富
岡
　
白
雲

●
講
師

㈱
マ
ジ
ッ
ク
マ
イ
ス
タ
ー
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
　
大
谷
芳
弘
氏

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
先
着
70
名

●
申
込
方
法

　
「
申
込
書
」
に
ご
記
入
の
う

え
、
F
A
X
に
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
事
務
局
に

電
話
に
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
産
業
支
援

機
構
　
群
馬
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
0
2
7
―
2
6
5
―
5
0
1
6

℻
0
2
7
―
2
6
5
―
5
0
7
5

●
日
時

１
月
１
日
（
火
）
午
前
３
時
出
発

●
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
費
用
　
１
，
０
０
０
円

（
保
険
料
、
写
真
代
等
）

●
募
集
人
員
　
20
人

●
持
ち
物

防
寒
具
（
服
・
帽
子
・
手
袋
・
雪
が

入
ら
な
い
靴
）
・
懐
中
電
灯
・
餅

（
各
自
食
べ
る
分
）
・
お
椀
・
箸

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
協
山
岳
部
長
　
荒
木
勝
巳
宅

☎
82
―
５
８
８
３

　
『
開
催
日
が
変
わ
り
ま
し
た
！
』

湯
前
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
る
ミ
ニ
駅

伝
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
や
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
楽
し
く
走
り
（
歩
き
）
ま
し
ょ

う
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
３
月
３
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
（
受
付
開
始
８
時
）

※
雨
天
等
延
期
の
場
合
３
月
10
日
（
日
）

●
場
所
　
下
仁
田
小
学
校 

校
庭
発

着
（
湯
前
周
回
コ
ー
ス
）

●
チ
ー
ム
編
成
　
３
〜
５
人
（
一

般
、
壮
年
、
小
中
学
生
男
女
、
申
告
、

ウ
ォ
ー
ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
）

●
表
彰
　
１
位
〜
３
位
（
小
学
生

の
部
に
は
メ
ダ
ル
、
そ
の
他
の
部

に
は
景
品
を
授
与
）

●
申
込
期
限
　
２
月
１
日
（
金
）

●
主
催

下
仁
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

　
親
子
で
ス
キ
ー
の
技
術
講
習
を

受
け
、
楽
し
く
滑
り
ま
す
。

●
期
日

平
成
31
年
２
月
10
日
（
日
）

●
行
き
先
　
水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

●
参
加
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母

（
父
）
子
家
庭
の
母
（
父
）
と
子

（
高
校
生
以
下
）
及
び
寡
婦

●
参
加
費

大
人
（
非
会
員
）
５
，
５
０
０
円

母
（
父
）
子
会
員
４
，
０
０
０
円

子
（
高
校
生
以
下
）
２
，
５
０
０
円

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
　
１
，
０
０
０
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ
ス

代
・
保
険
料
・
ス
キ
ー
教
室
参
加
料
）

●
乗
車
場
所
　
館
林
市
役
所
・
太

田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
伊
勢
崎
市
役

所
・
ら
ら
ん
藤
岡
・
高
崎
駅
東

口
・
新
前
橋
駅
東
口
・
渋
川
市
役

所
・
沼
田
運
動
公
園

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
は
が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
希
望

乗
車
地
及
び
親
子
ス
キ
ー
教
室
と
記

入
の
う
え
、
左
記
に
申
し
込
む
。

（
１
月
18
日
必
着
）

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　
前
橋
市
新

前
橋
町
13
―
12
群
馬
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
内
５
階
一
般
財
団
法
人

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

●
取
扱
旅
行
会
社

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

●
発
売
日

平
成
30
年
12
月
25
日
（
火
）
〜

平
成
31
年
1
月
2
日
（
水
）

●
価
格
　
大
人
5
0
0
円

　
　
　
　
小
人
2
5
0
円

●
適
用
期
間

平
成
31
年
1
月
1
日
・
2
日
の
2

日
間
い
ず
れ
か
1
日
の
み

●
適
用
区
間
　
高
崎
〜
下
仁
田
間

乗
り
降
り
自
由

●
発
売
枚
数
　
5
，
0
0
0
枚
限
定

●
発
売
箇
所
　
上
信
電
鉄
の
無
人

駅
を
除
く
各
駅
と
本
社
鉄
道
部

●
問
い
合
わ
せ
先

上
信
電
鉄
　
鉄
道
部

☎
0
2
7
―
3
2
3
―
8
0
7
3

http://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a/

里
親
募
集
の
お
知
ら
せ

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

群
馬
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
講
座
の
お
知
ら
せ

初
日
の
出
参
拝

（
荒
船
山
新
年
登
山
）

第
36
回 
下
仁
田
町
か
ら
っ
風

駅
伝
大
会

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は

次
の
種
目
を
募
集
し
ま
す

「
寿・ワ
ン
コ
イ
ン
１
日

フ
リ
ー
乗
車
券
」の
お
知
ら
せ

富
岡
甘
楽
地
域

後
見
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

平
成
30
年
度

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
に
つ
い
て

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」参
加
者
募
集
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
10
月
17
日
（
水
）
、
第
22
回
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
天
神
平
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
に
16
ホ
ー
ル
の
合
計
打

数
を
競
う
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
　
勝
　
　
広
澤
　
千
明
（
西
　
牧
）

準
優
勝
　
　
松
本
　
　
要
（
下
仁
田
）

第
３
位
　
　
伊
藤
と
し
子
（
青
　
倉
）

第
22
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
22
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
２
０
１
８
年
秋
の
褒
章
が
11
月
３
日

付
で
発
令
さ
れ
、
当
町
の
諸
星
和
夫
氏

（
諸
星
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

が
黄
綬
褒
章
（
業
務
奨
励
）
に
輝
き
ま

し
た
。

●
受
章
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
の
受
章
は
、
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
こ
の
褒
章
を
励
み
に
地
域
の

安
心
安
全
と
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
秋
の
褒
章
が
11
月
３
日

付
で
発
令
さ
れ
、
当
町
の
諸
星
和
夫
氏

（
諸
星
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

が
黄
綬
褒
章
（
業
務
奨
励
）
に
輝
き
ま

し
た
。

●
受
章
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
の
受
章
は
、
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
こ
の
褒
章
を
励
み
に
地
域
の

安
心
安
全
と
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

諸
星
和
夫
氏
（
下
仁
田
）

天
皇
陛
下
か
ら
黄
綬
褒
章
授
与

諸
星
和
夫
氏
（
下
仁
田
）

天
皇
陛
下
か
ら
黄
綬
褒
章
授
与

　
11
月
１
日
、
下
仁
田
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
公
開
授
業
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
関
係
者
、
教
育
関
係
者
ら
30

人
以
上
が
、
２
年
生
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

（Chrom
ebook

）
を
一
人
一
台
使
い
、

数
学
の
課
題
に
取
り
組
む
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
分
の
意
見
を
積
極
的

に
伝
え
合
う
対
話
的
な
授
業
と
な
っ
て
お

下
仁
田
中
学
校
「
I
C
T
を
活
用
し
た

授
業
実
践
」
に
係
る
公
開
授
業

下
仁
田
中
学
校
「
I
C
T
を
活
用
し
た

授
業
実
践
」
に
係
る
公
開
授
業

　
平
成
30
年
11
月
４
日
（
日
）
に
神
戸

建
設
株
式
会
社
　
従
業
員
皆
様
に
よ
り

ま
し
て
、
荒
船
風
穴
駐
車
場
か
ら
の
町

道
の
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
道
の
落
葉
清
掃
及
び
駐
車
場
の
柵

修
理
な
ど
を
30
名
以
上
の
方
の
参
加
に

よ
り
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
柵
柱
や
砂

利
等
の
物
資
の
ご
提
供
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神
戸
建
設
株
式
会
社
様
に
よ
る

荒
船
風
穴
地
域
貢
献
活
動

神
戸
建
設
株
式
会
社
様
に
よ
る

荒
船
風
穴
地
域
貢
献
活
動

　
10
月
21
日
（
日
）
金
剛
萱
へ
の
町
民

ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
途
中
、
自
然
史
館
の
中
村
館
長
に
金

剛
萱
遺
跡
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
り
ま

し
た
。 町

民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
）

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
）

  

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
青
年
部
は
地
域
の
農

業
青
年
が
中
心
と
な
り
、
食
や
農
に
よ

り
地
域
活
動
や
社
会
づ
く
り
を
行
う
団

体
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
当
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
出

店
な
ど
に
伴
う
収
益
の
一
部
の
社
会
還

元
に
よ
り
「
車
い
す
（
１
台
）
」
を
下

仁
田
町
に
御
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
役
場
庁
舎
に
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

J
A
甘
楽
富
岡
青
年
部
様
か
ら

車
い
す
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

J
A
甘
楽
富
岡
青
年
部
様
か
ら

車
い
す
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
消
防
活
動
の
要
と
な
る
新
た
な
消
防

車
両
を
小
坂
地
区
（
虻
田
詰
所
）
に
導

入
し
ま
し
た
。
更
な
る
士
気
を
高
め
一

致
団
結
し
消
防
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

消
防
団
第
3
分
団
第
2
部
（
虻
田
詰
所
）

26
年
ぶ
り
新
車
導
入

消
防
団
第
3
分
団
第
2
部
（
虻
田
詰
所
）

26
年
ぶ
り
新
車
導
入

伊藤とし子・松本要・広澤千明

り
、
参
観
さ
れ
た
関
係
者
の
方
か
ら
も
非

常
に
好
評
で
し
た
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
10
月
17
日
（
水
）
、
第
22
回
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
天
神
平
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
に
16
ホ
ー
ル
の
合
計
打

数
を
競
う
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
　
勝
　
　
広
澤
　
千
明
（
西
　
牧
）

準
優
勝
　
　
松
本
　
　
要
（
下
仁
田
）

第
３
位
　
　
伊
藤
と
し
子
（
青
　
倉
）

第
22
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
22
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
２
０
１
８
年
秋
の
褒
章
が
11
月
３
日

付
で
発
令
さ
れ
、
当
町
の
諸
星
和
夫
氏

（
諸
星
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

が
黄
綬
褒
章
（
業
務
奨
励
）
に
輝
き
ま

し
た
。

●
受
章
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
の
受
章
は
、
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
こ
の
褒
章
を
励
み
に
地
域
の

安
心
安
全
と
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
秋
の
褒
章
が
11
月
３
日

付
で
発
令
さ
れ
、
当
町
の
諸
星
和
夫
氏

（
諸
星
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

が
黄
綬
褒
章
（
業
務
奨
励
）
に
輝
き
ま

し
た
。

●
受
章
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
の
受
章
は
、
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
こ
の
褒
章
を
励
み
に
地
域
の

安
心
安
全
と
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

諸
星
和
夫
氏
（
下
仁
田
）

天
皇
陛
下
か
ら
黄
綬
褒
章
授
与

諸
星
和
夫
氏
（
下
仁
田
）

天
皇
陛
下
か
ら
黄
綬
褒
章
授
与

　
11
月
１
日
、
下
仁
田
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
公
開
授
業
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
関
係
者
、
教
育
関
係
者
ら
30

人
以
上
が
、
２
年
生
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

（Chrom
ebook

）
を
一
人
一
台
使
い
、

数
学
の
課
題
に
取
り
組
む
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
分
の
意
見
を
積
極
的

に
伝
え
合
う
対
話
的
な
授
業
と
な
っ
て
お

下
仁
田
中
学
校
「
I
C
T
を
活
用
し
た

授
業
実
践
」
に
係
る
公
開
授
業

下
仁
田
中
学
校
「
I
C
T
を
活
用
し
た

授
業
実
践
」
に
係
る
公
開
授
業

　
平
成
30
年
11
月
４
日
（
日
）
に
神
戸

建
設
株
式
会
社
　
従
業
員
皆
様
に
よ
り

ま
し
て
、
荒
船
風
穴
駐
車
場
か
ら
の
町

道
の
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
道
の
落
葉
清
掃
及
び
駐
車
場
の
柵

修
理
な
ど
を
30
名
以
上
の
方
の
参
加
に

よ
り
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
柵
柱
や
砂

利
等
の
物
資
の
ご
提
供
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神
戸
建
設
株
式
会
社
様
に
よ
る

荒
船
風
穴
地
域
貢
献
活
動

神
戸
建
設
株
式
会
社
様
に
よ
る

荒
船
風
穴
地
域
貢
献
活
動

　
10
月
21
日
（
日
）
金
剛
萱
へ
の
町
民

ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
途
中
、
自
然
史
館
の
中
村
館
長
に
金

剛
萱
遺
跡
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
り
ま

し
た
。 町

民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
）

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
）

  

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
青
年
部
は
地
域
の
農

業
青
年
が
中
心
と
な
り
、
食
や
農
に
よ

り
地
域
活
動
や
社
会
づ
く
り
を
行
う
団

体
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
当
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
出

店
な
ど
に
伴
う
収
益
の
一
部
の
社
会
還

元
に
よ
り
「
車
い
す
（
１
台
）
」
を
下

仁
田
町
に
御
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
役
場
庁
舎
に
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

J
A
甘
楽
富
岡
青
年
部
様
か
ら

車
い
す
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

J
A
甘
楽
富
岡
青
年
部
様
か
ら

車
い
す
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
消
防
活
動
の
要
と
な
る
新
た
な
消
防

車
両
を
小
坂
地
区
（
虻
田
詰
所
）
に
導

入
し
ま
し
た
。
更
な
る
士
気
を
高
め
一

致
団
結
し
消
防
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

消
防
団
第
3
分
団
第
2
部
（
虻
田
詰
所
）

26
年
ぶ
り
新
車
導
入

消
防
団
第
3
分
団
第
2
部
（
虻
田
詰
所
）

26
年
ぶ
り
新
車
導
入

伊藤とし子・松本要・広澤千明

り
、
参
観
さ
れ
た
関
係
者
の
方
か
ら
も
非

常
に
好
評
で
し
た
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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下
仁
田
町
東
町
の
金
井
勇
二
さ
ん

（
88
歳
）
と
家
族
の
作
品
展
「
金
井

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
子
四
人
展
」
が
、
15
日

か
ら
下
仁
田
町
の
い
こ
い
処
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
油
彩
や
書
な
ど
32
点
を
紹

介
。
米
寿
の
記
念
と
、
昨
年
10
月
に
亡

く
な
っ
た
金
井
さ
ん
の
妻
、
く
ら
子
さ

ん
（
享
年
89
歳
）
を
追
悼
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

金
井
フ
ァ
ミ
リ
ー
４
人
展

　
平
成
11
年
か
ら
年
３
回
、
地
域
住
民

約
30
人
で
地
区
内
の
主
要
地
方
道
下
仁

田
軽
井
沢
線
（
根
小
屋
バ
イ
パ
ス
）
及

び
町
道
０
１
２
１
号
線(

旧
県
道
）
の

道
路
清
掃
を
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
群
馬
県

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
優
良
道
路
愛
護
団
体

「
西
野
牧
根
小
屋
地
区
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
っ
た 

10
月
21
日

（
日
）
、
第
41
回
町
民
野
球
大
会
が
馬

山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
・
ボ
ス

準
優
勝
　
小
坂
ク
ラ
ブ

最
優
秀
選
手
賞
　
岩
井
　
修
一

殊
勲
賞
　
飯
ケ
濱
　
修
次

敢
闘
賞
　
岡
田
　
雄
功
人

第
４１
回
町
民
野
球
大
会

　
10
月
21
日
（
日
）
、
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
新
潟
県
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
Ｎ
ｅ

ｇ
ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
（
ネ
ギ
っ
こ
）
の
音
楽
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
約
４
０
０
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
発
売

後
、
即
完
売
の
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
当

日
は
商
業
協
同
組
合
に
よ
る
お
も
て
な

し
出
店
も
行
わ
れ
、
県
外
か
ら
の
フ
ァ

ン
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

新
潟
在
住
ア
イ
ド
ル

N
e
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i
c
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o
ラ
イ
ブ
i
n
下
仁
田

道
の
駅
し
も
に
た

コ
グ
ニ
サ
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ズ

ス
タ
ー
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教えて
認知症

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）
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便
秘
症

〜
慢
性
便
秘
症
を
中
心
に
〜

下
仁
田
厚
生
病
院

　内
科
医
師

　吉
田

　誠

　
今
回
は
多
く
の
方
々
が
経
験
し

た
こ
と
の
あ
る
便
秘
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
口

に
便
秘
と
い
っ
て
も
、
タ
イ
プ
は

い
ろ
い
ろ
で
、
大
き
く
分
け
る
と

突
然
便
秘
に
な
る
「
急
性
便
秘
」

と
、
徐
々
に
便
秘
が
進
行
し
て
慢

性
化
す
る
「
慢
性
便
秘
」
の
二
つ

に
分
類
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
旅

行
や
転
居
な
ど
環
境
の
変
化
に

伴
っ
て
発
生
す
る
の
が
急
性
便
秘

で
、
運
動
不
足
な
ど
で
長
期
に
現

れ
る
の
が
慢
性
便
秘
で
す
。
便
秘

は
、
昨
年
10
月
の
慢
性
便
秘
の
診

断
治
療
研
究
会
で
、
「
本
来
体
外

に
排
出
す
べ
き
糞
便
を
十
分
量
か

つ
快
適
に
排
出
で
き
な
い
状
態
」

と
単
純
に
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
に
お
け
る
便
秘
の
有
病
率
の
推

移
で
は
、
60
歳
代
ま
で
は
女
性
が

圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
が
、
そ
の

後
男
性
の
便
秘
症
も
急
増
し
、
70

歳
以
上
で
は
男
女
と
も
非
常
に
高

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
齢
の

方
々
に
と
っ
て
は
と
て
も
身
近
な

病
気
と
い
え
そ
う
で
す
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
よ
う
な
便
秘
は
ど
の
よ

う
な
機
序
で
起
こ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

●
大
腸
の
役
割

大
腸
の
働
き
は
主
に
小
腸
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
食
べ
物
か
ら
水
分
を

吸
収
し
て
便
を
作
る
こ
と
で
す
。

大
腸
に
届
い
た
食
べ
物
は
、
大
腸

の
ぜ
ん
動
運
動
に
よ
っ
て
移
動
し

な
が
ら
、
腸
内
細
菌
に
よ
る
腐
敗

と
発
酵
、
水
分
吸
収
を
経
て
、
便

が
作
ら
れ
、
そ
の
便
が
直
腸
に
移

動
す
る
と
排
便
反
射
に
よ
り
便
が

排
出
さ
れ
ま
す
。

●
慢
性
便
秘
症
の
種
類
と
症
状

　
慢
性
便
秘
症
は
、
便
意
を
無
視

す
る
習
慣
、
下
剤
や
浣
腸
の
乱

用
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
様
々
な
原
因

に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
そ
の
種

類
は
、
腸
管
自
体
に
病
変
の
な

い
、
腸
管
の
働
き
が
低
下
し
て
起

こ
る
「
機
能
性
便
秘
」
、
腸
管
が

狭
く
な
る
こ
と
で
起
こ
る
「
器
質

性
便
秘
」
、
他
の
病
気
が
原
因
で

起
こ
る
「
症
候
性
便
秘
」
、
飲
ん

で
い
る
お
薬
が
原
因
で
起
こ
る

「
薬
剤
性
便
秘
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
の
便
秘
で

も
症
状
は
、
排
便
回
数
の
減
少
、

排
便
時
の
い
き
み
、
下
腹
部
の
痛

み
や
不
快
感
、
硬
い
便
、
残
便
感

な
ど
で
す
。

●
慢
性
便
秘
の
診
断
と
検
査

　
便
の
性
状
や
回
数
な
ど
排
便
状

況
を
患
者
さ
ん
に
聞
く
問
診
は
と

て
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
他
の

病
気
が
原
因
で
便
秘
と
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
な
い
か
を
確
か
め
る

た
め
に
、
〈
血
液
検
査
・
便
鮮
血

反
応
検
査
・
腹
部
Ｘ
線
検
査
・
大

腸
内
視
鏡
検
査
〉
な
ど
の
検
査
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
日
常
で
の
予
防
と
治
療

　
定
期
的
な
排
便
や
適
度
な
腹
筋

運
動
、
豊
富
な
食
物
繊
維
を
含
む

食
事
習
慣
は
重
要
で
す
。
お
薬
に

よ
る
治
療
は
蠕
動
を
促
す
腸
管
刺

激
性
下
剤
、
便
の
軟
化
を
目
的
と

す
る
浸
透
圧
性
下
剤
な
ど
を
適
宜

用
い
ま
す
。
た
だ
、
便
に
血
が
つ

く
よ
う
な
排
便
を
認
め
た
場
合
に

は
重
大
な
病
気
が
隠
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
病
院
を
早
め

に
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
頭
と
体
を

同
時
に
動
か
す
認
知
症
予
防
体
操

の
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
初
対
面
の
方
が
多
く

は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で

し
た
が
、
少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て

い
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も

楽
し
く
て
毎
週
水
曜
日
が
楽
し
み

に
な
っ
た
」
と
ご
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
参
加
者
募
集
中
で

す
。
見
学
だ
け
で
も
結
構
で
す
。

　
気
に
な
る
方
は
是
非
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
道
の
駅
し
も
に
た

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
か
た

●
お
申
込
み
先

下
仁
田
町
役
場
　
包
括
支
援
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
4

（
直
通
）
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（
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）
と
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族
の
作
品
展
「
金
井

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
子
四
人
展
」
が
、
15
日

か
ら
下
仁
田
町
の
い
こ
い
処
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
油
彩
や
書
な
ど
32
点
を
紹

介
。
米
寿
の
記
念
と
、
昨
年
10
月
に
亡

く
な
っ
た
金
井
さ
ん
の
妻
、
く
ら
子
さ

ん
（
享
年
89
歳
）
を
追
悼
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

金
井
フ
ァ
ミ
リ
ー
４
人
展

　
平
成
11
年
か
ら
年
３
回
、
地
域
住
民

約
30
人
で
地
区
内
の
主
要
地
方
道
下
仁

田
軽
井
沢
線
（
根
小
屋
バ
イ
パ
ス
）
及

び
町
道
０
１
２
１
号
線(

旧
県
道
）
の

道
路
清
掃
を
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
群
馬
県

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
優
良
道
路
愛
護
団
体

「
西
野
牧
根
小
屋
地
区
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
っ
た 

10
月
21
日

（
日
）
、
第
41
回
町
民
野
球
大
会
が
馬

山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
・
ボ
ス

準
優
勝
　
小
坂
ク
ラ
ブ

最
優
秀
選
手
賞
　
岩
井
　
修
一

殊
勲
賞
　
飯
ケ
濱
　
修
次

敢
闘
賞
　
岡
田
　
雄
功
人

第
４１
回
町
民
野
球
大
会

　
10
月
21
日
（
日
）
、
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
新
潟
県
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
Ｎ
ｅ

ｇ
ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
（
ネ
ギ
っ
こ
）
の
音
楽
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
約
４
０
０
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
発
売

後
、
即
完
売
の
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
当

日
は
商
業
協
同
組
合
に
よ
る
お
も
て
な

し
出
店
も
行
わ
れ
、
県
外
か
ら
の
フ
ァ

ン
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

新
潟
在
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ア
イ
ド
ル

N
e
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ラ
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ブ
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n
下
仁
田

道
の
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し
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た

コ
グ
ニ
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ス
タ
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認知症
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便
秘
症

〜
慢
性
便
秘
症
を
中
心
に
〜

下
仁
田
厚
生
病
院

　内
科
医
師

　吉
田

　誠

　
今
回
は
多
く
の
方
々
が
経
験
し

た
こ
と
の
あ
る
便
秘
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
口

に
便
秘
と
い
っ
て
も
、
タ
イ
プ
は

い
ろ
い
ろ
で
、
大
き
く
分
け
る
と

突
然
便
秘
に
な
る
「
急
性
便
秘
」

と
、
徐
々
に
便
秘
が
進
行
し
て
慢

性
化
す
る
「
慢
性
便
秘
」
の
二
つ

に
分
類
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
旅

行
や
転
居
な
ど
環
境
の
変
化
に

伴
っ
て
発
生
す
る
の
が
急
性
便
秘

で
、
運
動
不
足
な
ど
で
長
期
に
現

れ
る
の
が
慢
性
便
秘
で
す
。
便
秘

は
、
昨
年
10
月
の
慢
性
便
秘
の
診

断
治
療
研
究
会
で
、
「
本
来
体
外

に
排
出
す
べ
き
糞
便
を
十
分
量
か

つ
快
適
に
排
出
で
き
な
い
状
態
」

と
単
純
に
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
に
お
け
る
便
秘
の
有
病
率
の
推

移
で
は
、
60
歳
代
ま
で
は
女
性
が

圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
が
、
そ
の

後
男
性
の
便
秘
症
も
急
増
し
、
70

歳
以
上
で
は
男
女
と
も
非
常
に
高

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
齢
の

方
々
に
と
っ
て
は
と
て
も
身
近
な

病
気
と
い
え
そ
う
で
す
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
よ
う
な
便
秘
は
ど
の
よ

う
な
機
序
で
起
こ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

●
大
腸
の
役
割

大
腸
の
働
き
は
主
に
小
腸
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
食
べ
物
か
ら
水
分
を

吸
収
し
て
便
を
作
る
こ
と
で
す
。

大
腸
に
届
い
た
食
べ
物
は
、
大
腸

の
ぜ
ん
動
運
動
に
よ
っ
て
移
動
し

な
が
ら
、
腸
内
細
菌
に
よ
る
腐
敗

と
発
酵
、
水
分
吸
収
を
経
て
、
便

が
作
ら
れ
、
そ
の
便
が
直
腸
に
移

動
す
る
と
排
便
反
射
に
よ
り
便
が

排
出
さ
れ
ま
す
。

●
慢
性
便
秘
症
の
種
類
と
症
状

　
慢
性
便
秘
症
は
、
便
意
を
無
視

す
る
習
慣
、
下
剤
や
浣
腸
の
乱

用
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
様
々
な
原
因

に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
そ
の
種

類
は
、
腸
管
自
体
に
病
変
の
な

い
、
腸
管
の
働
き
が
低
下
し
て
起

こ
る
「
機
能
性
便
秘
」
、
腸
管
が

狭
く
な
る
こ
と
で
起
こ
る
「
器
質

性
便
秘
」
、
他
の
病
気
が
原
因
で

起
こ
る
「
症
候
性
便
秘
」
、
飲
ん

で
い
る
お
薬
が
原
因
で
起
こ
る

「
薬
剤
性
便
秘
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
の
便
秘
で

も
症
状
は
、
排
便
回
数
の
減
少
、

排
便
時
の
い
き
み
、
下
腹
部
の
痛

み
や
不
快
感
、
硬
い
便
、
残
便
感

な
ど
で
す
。

●
慢
性
便
秘
の
診
断
と
検
査

　
便
の
性
状
や
回
数
な
ど
排
便
状

況
を
患
者
さ
ん
に
聞
く
問
診
は
と

て
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
他
の

病
気
が
原
因
で
便
秘
と
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
な
い
か
を
確
か
め
る

た
め
に
、
〈
血
液
検
査
・
便
鮮
血

反
応
検
査
・
腹
部
Ｘ
線
検
査
・
大

腸
内
視
鏡
検
査
〉
な
ど
の
検
査
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
日
常
で
の
予
防
と
治
療

　
定
期
的
な
排
便
や
適
度
な
腹
筋

運
動
、
豊
富
な
食
物
繊
維
を
含
む

食
事
習
慣
は
重
要
で
す
。
お
薬
に

よ
る
治
療
は
蠕
動
を
促
す
腸
管
刺

激
性
下
剤
、
便
の
軟
化
を
目
的
と

す
る
浸
透
圧
性
下
剤
な
ど
を
適
宜

用
い
ま
す
。
た
だ
、
便
に
血
が
つ

く
よ
う
な
排
便
を
認
め
た
場
合
に

は
重
大
な
病
気
が
隠
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
病
院
を
早
め

に
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
頭
と
体
を

同
時
に
動
か
す
認
知
症
予
防
体
操

の
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
初
対
面
の
方
が
多
く

は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で

し
た
が
、
少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て

い
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も

楽
し
く
て
毎
週
水
曜
日
が
楽
し
み

に
な
っ
た
」
と
ご
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
参
加
者
募
集
中
で

す
。
見
学
だ
け
で
も
結
構
で
す
。

　
気
に
な
る
方
は
是
非
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
道
の
駅
し
も
に
た

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
か
た

●
お
申
込
み
先

下
仁
田
町
役
場
　
包
括
支
援
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
4

（
直
通
）
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外
出
機
会
を
持
ち
、趣
味
や
自
分

の
し
た
い
活
動
や
、普
通
の
生
活
を
続

け
る
事
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。お
得
な
情
報
を

ゲ
ッ
ト
し
、楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を
ご

紹
介
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●「
運
動
も
で
き
る
居
場
所
」の

ご
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、参
加

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ
ル
」

の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
い
こ
い
処

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、飲
み
物
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
場
合
は
お
休
み
で
す
。個
々

の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、不

明
の
場
合
は
、福
祉
保
険
課
包
括
支

援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
内
線
３
２
８

※
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
実
施

（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、必
要

に
応
じ
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。　
 

貯筋の
つどい日程

12月

5日（水）・
19日（水）

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出

向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、

筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど

を
地
域
の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に

行
い
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
…
途
中
か
ら
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
〜
正
午

●
対
象
者

　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

　実
施
中
!!

10月～1月は小河原集会所・小平集会所にて実施します。

小河原集会所
（青倉）

12月12日（水）

小平集会所
（西牧）

認知症
講座

栄養改善
講座

12月19日（水）

実施済み 旬の野菜の栄養

認知症の理解と
自己診断テスト
リハビリと
脳トレゲーム

12月5日（水）

12月26日（水）認知症予防
講座

平成31年
1月9日（水）

実施内容 備考
会場

　
乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が
ん
に
な
る
女
性
は
、
11
人
に
１

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い

が
ん
で
す
。
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の
が
普

通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自
身
の
た

め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、
2
年
に
１

度
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
集
団
検
診
日
程
　
（
他
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
）

●
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

●
検
診
開
始
　
午
後
１
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
―
５
４
９
０

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
平成30年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

各日70名の予約制（☎82-5490）です。
随時受付中（ただし、定員になりしだい受付終了）

20歳以上の女性で
平成30年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

予約不要です。

生年月日
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
昭和32年4月2日～昭和33年4月1日

乳がん検診

H30.4.1現在
４０歳
45歳
50歳
55歳
60歳

◆内容

無料クーポン
対象者

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日
平成 9年4月2日～平成10年4月1日
平成 4年4月2日～平成 5年4月1日
昭和62年4月2日～昭和63年4月1日
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日

子宮頸がん検診

H30.4.1現在
２０歳
25歳
30歳
35歳
40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配布したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
は

「
Ｕ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
！
エ
イ
ズ
治
療
の
こ

と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
こ
と
」
で
す
。

　
治
療
法
の
進
歩
に
よ
り
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽

性
者
の
予
後
が
改
善
さ
れ
た
結
果
、

感
染
の
早
期
発
見
、
治
療
の
早
期
開

始
・
継
続
に
よ
り
エ
イ
ズ
の
発
症
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
感
染
し
て
い
な

い
人
と
同
等
の
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
治
療
を
継
続
し
て
体
内
の
ウ
イ

ル
ス
量
が
減
少
す
れ
ば
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
い
る
人
か
ら
他
の
人
へ
の

感
染
が
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
治
療
の
進
歩
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

陽
性
者
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
予
防
に
も
そ
の
進
歩

に
支
え
ら
れ
た
様
々
な
選
択
肢
が
用

意
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
情
報
を
Ｕ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ

（
更
新
）
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
に

近
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
富
岡
保

健
福
祉
事
務
所
で
は
『
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
』
に
あ
わ
せ
て
夜
間
検
査
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
な
お
、
検
査
・
相
談
は
、
無
料
・
匿

名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
完
全
予
約
制

の
た
め
、
必
ず
事
前
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１２
月
３
日
（
月
）

午
後
７
時
〜
８
時

●
申
込
み・問
い
合
わ
せ
　
富
岡
保

健
福
祉
事
務
所
（
☎
０
２
７
４
―
６２

―
１
５
４
１
）

※

予
約
・
お
問
い
合
せ
は
平
日
の
午

前
９
時 

〜
午
後
５
時
に
お
願
い
し
ま

す
。

※

通
常
の
エ
イ
ズ
検
査
は
毎
週
月
曜

日
の
午
後
１
時
〜
２
時
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
藤
岡
保
健
福

祉
事
務
所
お
よ
び
安
中
保
健
福
祉
事

務
所
の
検
査
日
を
ご
案
内
し
ま
す
。

検
査
は
完
全
予
約
制
で
す
。
検
査
を

希
望
す
る
各
保
健
福
祉
事
務
所
に
必

ず
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

【
藤
岡
】
12
月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時

（
☎
０
２
７
４
―
22
―
１
４
２
０
）

【
安
中
】
12
月
３
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
２
時

（
☎
０
２
７
―
３
８
１
―
０
３
４
５
）

１２
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。

―
エ
イ
ズ
は
治
療
が
で
き
る
病
気
で
す
―

〜
65
歳
以
上
の

ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

平
成
30
年

12
月
18
日
（
火
）
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
本
宿
）

日
　
程

場
　
所

対
象
地
区

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

西
牧
地
区

青
倉
地
区

小
坂
地
区

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

平
成
31
年

１
月
10
日
（
木
）

平
成
31
年

1
月
26
日
（
土
）

平
成
31
年

２
月
1
日
（
金
）

健康健康
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外
出
機
会
を
持
ち
、趣
味
や
自
分

の
し
た
い
活
動
や
、普
通
の
生
活
を
続

け
る
事
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。お
得
な
情
報
を

ゲ
ッ
ト
し
、楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を
ご

紹
介
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●「
運
動
も
で
き
る
居
場
所
」の

ご
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、参
加

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ
ル
」

の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
い
こ
い
処

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、飲
み
物
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
場
合
は
お
休
み
で
す
。個
々

の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、不

明
の
場
合
は
、福
祉
保
険
課
包
括
支

援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
内
線
３
２
８

※
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
実
施

（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、必
要

に
応
じ
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。　
 

貯筋の
つどい日程

12月

5日（水）・
19日（水）

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出

向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、

筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど

を
地
域
の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に

行
い
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
…
途
中
か
ら
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
〜
正
午

●
対
象
者

　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

　実
施
中
!!

10月～1月は小河原集会所・小平集会所にて実施します。

小河原集会所
（青倉）

12月12日（水）

小平集会所
（西牧）

認知症
講座

栄養改善
講座

12月19日（水）

実施済み 旬の野菜の栄養

認知症の理解と
自己診断テスト
リハビリと
脳トレゲーム

12月5日（水）

12月26日（水）認知症予防
講座

平成31年
1月9日（水）

実施内容 備考
会場

　
乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん

で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が
ん
に
な
る
女
性
は
、
11
人
に
１

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い

が
ん
で
す
。
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の
が
普

通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自
身
の
た

め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、
2
年
に
１

度
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
集
団
検
診
日
程
　
（
他
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
）

●
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

●
検
診
開
始
　
午
後
１
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
―
５
４
９
０

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
平成30年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

各日70名の予約制（☎82-5490）です。
随時受付中（ただし、定員になりしだい受付終了）

20歳以上の女性で
平成30年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

予約不要です。

生年月日
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
昭和32年4月2日～昭和33年4月1日

乳がん検診

H30.4.1現在
４０歳
45歳
50歳
55歳
60歳

◆内容

無料クーポン
対象者

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日
平成 9年4月2日～平成10年4月1日
平成 4年4月2日～平成 5年4月1日
昭和62年4月2日～昭和63年4月1日
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日

子宮頸がん検診

H30.4.1現在
２０歳
25歳
30歳
35歳
40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配布したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
は

「
Ｕ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
！
エ
イ
ズ
治
療
の
こ

と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
こ
と
」
で
す
。

　
治
療
法
の
進
歩
に
よ
り
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽

性
者
の
予
後
が
改
善
さ
れ
た
結
果
、

感
染
の
早
期
発
見
、
治
療
の
早
期
開

始
・
継
続
に
よ
り
エ
イ
ズ
の
発
症
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
感
染
し
て
い
な

い
人
と
同
等
の
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
治
療
を
継
続
し
て
体
内
の
ウ
イ

ル
ス
量
が
減
少
す
れ
ば
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
い
る
人
か
ら
他
の
人
へ
の

感
染
が
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
治
療
の
進
歩
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

陽
性
者
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
予
防
に
も
そ
の
進
歩

に
支
え
ら
れ
た
様
々
な
選
択
肢
が
用

意
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
情
報
を
Ｕ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ

（
更
新
）
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
に

近
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
富
岡
保

健
福
祉
事
務
所
で
は
『
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
』
に
あ
わ
せ
て
夜
間
検
査
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
な
お
、
検
査
・
相
談
は
、
無
料
・
匿

名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
完
全
予
約
制

の
た
め
、
必
ず
事
前
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１２
月
３
日
（
月
）

午
後
７
時
〜
８
時

●
申
込
み・問
い
合
わ
せ
　
富
岡
保

健
福
祉
事
務
所
（
☎
０
２
７
４
―
６２

―
１
５
４
１
）

※

予
約
・
お
問
い
合
せ
は
平
日
の
午

前
９
時 

〜
午
後
５
時
に
お
願
い
し
ま

す
。

※

通
常
の
エ
イ
ズ
検
査
は
毎
週
月
曜

日
の
午
後
１
時
〜
２
時
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
藤
岡
保
健
福

祉
事
務
所
お
よ
び
安
中
保
健
福
祉
事

務
所
の
検
査
日
を
ご
案
内
し
ま
す
。

検
査
は
完
全
予
約
制
で
す
。
検
査
を

希
望
す
る
各
保
健
福
祉
事
務
所
に
必

ず
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

【
藤
岡
】
12
月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時

（
☎
０
２
７
４
―
22
―
１
４
２
０
）

【
安
中
】
12
月
３
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
２
時

（
☎
０
２
７
―
３
８
１
―
０
３
４
５
）

１２
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。

―
エ
イ
ズ
は
治
療
が
で
き
る
病
気
で
す
―

〜
65
歳
以
上
の

ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

平
成
30
年

12
月
18
日
（
火
）
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
本
宿
）

日
　
程

場
　
所

対
象
地
区

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

西
牧
地
区

青
倉
地
区

小
坂
地
区

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

平
成
31
年

１
月
10
日
（
木
）

平
成
31
年

1
月
26
日
（
土
）

平
成
31
年

２
月
1
日
（
金
）

健康健康



27 26下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／乳頭分泌を伴う疾患について　火／口腔ケアはがん治療に欠かせない
水／低出生体重児について　　  木／おとなの矯正治療
金／スギ花粉症・舌下免疫療法   土日／皮膚のかゆみ（子どもの場合）
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１２日(水)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 12月☎０２７－２３４－４９７０

H30年12月～H31年1月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　12月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月21日（金）

12月4日（火）
1月8日（火）

1月25日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成30年5月～6月生まれ

平成30年2月～3月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

平成２8年11月～12月生まれ

平成２8年5月～6月生まれ

平成２7年11月～12月生まれ

平成２7年5月～6月生まれ

平成30年8月～9月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月14日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆１２月 ２日（日）宮崎誠先生（宮崎医院）
◆１２月１６日（日）菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
12月3・10・
　　17日（月）

12月17日（月）

12月11日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

平成30年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

会　場 開催日 時　間

保健センター

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

道の駅

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

宮室地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　20日(木)
10日(木)
18日(火)
28日(月)

健康運動指導士

９日(水)
29日(火)
14日(金)
　18日(金)
　13日(木)
24日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

3日(月)
18日(金)
　21日(金)
25日(金)
14日(金)
30日(水)

7日(金)
15日(火)
11日(火)
22日(火)
　10日(月)
17日(木)

3日(月)
15日(火)
10日(月)
23日(水)
25日(火)
29日(火)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分
午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

12月
1月
12月
1月

1月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／乳頭分泌を伴う疾患について　火／口腔ケアはがん治療に欠かせない
水／低出生体重児について　　  木／おとなの矯正治療
金／スギ花粉症・舌下免疫療法   土日／皮膚のかゆみ（子どもの場合）
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１２日(水)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 12月☎０２７－２３４－４９７０

H30年12月～H31年1月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　12月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月21日（金）

12月4日（火）
1月8日（火）

1月25日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成30年5月～6月生まれ

平成30年2月～3月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

平成２8年11月～12月生まれ

平成２8年5月～6月生まれ

平成２7年11月～12月生まれ

平成２7年5月～6月生まれ

平成30年8月～9月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月14日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆１２月 ２日（日）宮崎誠先生（宮崎医院）
◆１２月１６日（日）菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
12月3・10・
　　17日（月）

12月17日（月）

12月11日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

平成30年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

会　場 開催日 時　間

保健センター

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

道の駅

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

宮室地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　20日(木)
10日(木)
18日(火)
28日(月)

健康運動指導士

９日(水)
29日(火)
14日(金)
　18日(金)
　13日(木)
24日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

3日(月)
18日(金)
　21日(金)
25日(金)
14日(金)
30日(水)

7日(金)
15日(火)
11日(火)
22日(火)
　10日(月)
17日(木)

3日(月)
15日(火)
10日(月)
23日(水)
25日(火)
29日(火)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分
午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

12月
1月
12月
1月

1月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

12月
1月
12月
1月
12月
1月

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
北
軽
の
秋
光
キ
ャ
ベ
ツ
千
の
畝

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
天
を
突
く
重
機
か
か
る
冬
の
月

　
　
　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
甘
楽
堰
く
る
〈
廻
る
芋
水
車

　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
大
銀
杏
風
の
踊
り
子
黄
葉
舞
ふ

　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
久
し
ぶ
り
親
し
く
語
る
同
窓
生
異
口
同
音
で
長
生
き
し
よ
う
ね

　
　

 

（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
老
日
和
野
菊
に
あ
ざ
み
す
す
き
副
え
つ
た
を
助
け
に
一
器
成
る

　
　

 

（
馬

　山
）

　

  

田
村

　久
江

■
稜
線
は
紅
葉
終
り
て
冬
木
立
尾
根
渡
る
風
は
日
毎
荒
々
し

　
　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　

  

清
水
み
ち
代

た
な
ご
こ
ろ

も
み
じ

【
下
仁
田
星
俳
句
会
十
月
句
会
】

■
水
に
落
つ
木
の
葉
ひ
と
ひ
ら
秋
の
彩

　
　
　斉
藤
悦
子

■
新
米
の
光
を
掬
う
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
風
と
ら
へ
彩
を
こ
ぼ
し
て
式
部
の
実

　
　
　須
藤
禮
子

■
迂
回
路
も
土
砂
に
埋
も
れ
し
つ
る
も
ど
き

　永
井
波
江

■
幼
子
が
数
え
る
垣
の
烏
瓜

　
　
　
　
　
　
　青
木
一
郎

■
ひ
と
吹
き
の
笛
で
整
列
運
動
会

　
　
　
　
　新
井
笑
子

■
は
と
バ
ス
の
シ
ャ
ー
プ
な
車
体
鰯
雲

　吉
田
文
子

■
秋
彼
岸
妙
義
暮
色
に
手
を
合
わ
す

　
　佐
藤
信
香

■
橋
二
つ
渡
り
て
山
の
薄
も
み
じ

　
　佐
藤
志
げ
子

■
風
音
の
舞
い
散
る
社
枯
葉
敷
く

　
　永
井
ス
ミ
子

■
枝
先
の
日
差
し
捥
ぎ
取
る
百
匁
柿

　
　今
井
陽
子

１０月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

池井戸潤

秋川滝美

東野圭吾

川口俊和

吉沢久子

志駕晃

秋川滝美

夏井いつき

トロル

菅原 圭

なかやみわ

著者名

ゴムドリCo

ゴムドリCo

るるてあ

麻倉一矢

麻倉一矢

麻倉一矢

上田秀人

稲葉 稔

藤井邦夫

芝村凉也

書名

下町ロケット ヤタガラス

居酒屋ぼったくり10

沈黙のパレード

思い出が消えないうちに

吉沢久子100歳のおいしい台所

スマホを落としただけなのに

居酒屋ぼったくり10

NHK俳句 夏井いつきの季語道場

おしりたんていシリーズ

お金持ちが肝に銘じているちょっとした習慣

どんぐりむらのいちねんかん

書名

世界史のアドベンチャー ロシアの秘宝

世界史のアドベンチャー ドイツの秘宝

おはなし コウペンちゃん

雅や京之介　新帝擁立

剣客大名柳生俊平10　御三卿の乱

将軍の影法師 葵慎之介　殺界

町奉行内与力奮闘記7　外患の兆

喜連川の風　明星の巻1

新・知らぬが半兵衛手控帖　狐の嫁入り

長屋道場騒動記2　迷い熊衛る

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

平成30年
12月1日発行
417号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
公
民
館
図
書
室
に

は
、
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま

す
。
新
刊
も
随
時
入
っ
て
お
り
、

話
題
の
本
や
映
画
化
・
ド
ラ
マ
化

さ
れ
た
本
、
時
代
小
説
な
ど
、
人

気
の
あ
る
本
を
多
数
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。
こ
の
図
書
室
に
な
い
本

で
も
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
他
の
図
書
館
か
ら
借
り
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
カ
ー
ド
も
す
ぐ
に
作
る
こ
と
が

出
来
ま
す
の
で
、
「
昔
カ
ー
ド
を

作
っ
た
け
れ
ど
な
く
し
て
し
ま
っ

た
」
「
初
め
て
な
の
で
利
用
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
で
も

安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
土

曜
日
も
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
平

日
は
仕
事
で
来
ら
れ
な
い
方
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
開
館
日
　
月
〜
土
曜
日

（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

◇
開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

◇
対
象
　
下
仁
田
町
在
住
・
在
勤
者

◇
貸
出
期
間
　
２
週
間

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て

「
下
仁
田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁

田
町
の
名
称
や
史
跡
、
歴
史
や
文

化
に
つ
い
て
学
び
、
さ
ら
に
自
然

や
教
育
、
町
の
現
状
な
ど
多
目
的

な
視
点
で
下
仁
田
町
に
つ
い
て
学

ぶ
講
座
で
す
。
受
講
申
込
す
る
程

で
も
な
い
が
、
下
仁
田
町
に
関
心

が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
聞
い
て

み
た
い
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で

す
。

◇
日
時
　12
月
16
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

◇
場
所
　下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

◇
講
座
内
容

　下
仁
田
ネ
ギ
と
こ

ん
に
ゃ
く
に
つ
い
て

◇
講
師

　下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の

会
会
長
　
里
見
哲
夫
先
生

◇
受
講
料
　
無
料

　
11
月
10
日
（
土
）
〜
12
日
（
月
）

に
第
39
回
町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

が
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
１
年
間
で
、
文
化
協
会
会

員
の
み
な
さ
ん
や
町
民
の
方
々
、
ま

た
公
民
館
の
成
人
講
座
の
受
講
者
が

制
作
し
た
絵
画
、
写
真
、
手
芸
、
書

な
ど
様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

♪
図
書
室
に

お
越
し
く
だ
さ
い
♪

♪
図
書
室
に

お
越
し
く
だ
さ
い
♪

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより
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【
下
仁
田
星
俳
句
会
十
月
句
会
】

■
水
に
落
つ
木
の
葉
ひ
と
ひ
ら
秋
の
彩

　
　
　斉
藤
悦
子

■
新
米
の
光
を
掬
う
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
風
と
ら
へ
彩
を
こ
ぼ
し
て
式
部
の
実

　
　
　須
藤
禮
子

■
迂
回
路
も
土
砂
に
埋
も
れ
し
つ
る
も
ど
き

　永
井
波
江

■
幼
子
が
数
え
る
垣
の
烏
瓜

　
　
　
　
　
　
　青
木
一
郎

■
ひ
と
吹
き
の
笛
で
整
列
運
動
会

　
　
　
　
　新
井
笑
子

■
は
と
バ
ス
の
シ
ャ
ー
プ
な
車
体
鰯
雲

　吉
田
文
子

■
秋
彼
岸
妙
義
暮
色
に
手
を
合
わ
す

　
　佐
藤
信
香

■
橋
二
つ
渡
り
て
山
の
薄
も
み
じ

　
　佐
藤
志
げ
子

■
風
音
の
舞
い
散
る
社
枯
葉
敷
く

　
　永
井
ス
ミ
子

■
枝
先
の
日
差
し
捥
ぎ
取
る
百
匁
柿

　
　今
井
陽
子

１０月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

池井戸潤

秋川滝美

東野圭吾

川口俊和

吉沢久子

志駕晃

秋川滝美

夏井いつき

トロル

菅原 圭

なかやみわ

著者名

ゴムドリCo

ゴムドリCo

るるてあ

麻倉一矢

麻倉一矢

麻倉一矢

上田秀人

稲葉 稔

藤井邦夫

芝村凉也

書名

下町ロケット ヤタガラス

居酒屋ぼったくり10

沈黙のパレード

思い出が消えないうちに

吉沢久子100歳のおいしい台所

スマホを落としただけなのに

居酒屋ぼったくり10

NHK俳句 夏井いつきの季語道場

おしりたんていシリーズ

お金持ちが肝に銘じているちょっとした習慣

どんぐりむらのいちねんかん

書名

世界史のアドベンチャー ロシアの秘宝

世界史のアドベンチャー ドイツの秘宝

おはなし コウペンちゃん

雅や京之介　新帝擁立

剣客大名柳生俊平10　御三卿の乱

将軍の影法師 葵慎之介　殺界

町奉行内与力奮闘記7　外患の兆

喜連川の風　明星の巻1

新・知らぬが半兵衛手控帖　狐の嫁入り

長屋道場騒動記2　迷い熊衛る

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

平成30年
12月1日発行
417号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
公
民
館
図
書
室
に

は
、
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま

す
。
新
刊
も
随
時
入
っ
て
お
り
、

話
題
の
本
や
映
画
化
・
ド
ラ
マ
化

さ
れ
た
本
、
時
代
小
説
な
ど
、
人

気
の
あ
る
本
を
多
数
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。
こ
の
図
書
室
に
な
い
本

で
も
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
他
の
図
書
館
か
ら
借
り
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
カ
ー
ド
も
す
ぐ
に
作
る
こ
と
が

出
来
ま
す
の
で
、
「
昔
カ
ー
ド
を

作
っ
た
け
れ
ど
な
く
し
て
し
ま
っ

た
」
「
初
め
て
な
の
で
利
用
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
で
も

安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
土

曜
日
も
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
平

日
は
仕
事
で
来
ら
れ
な
い
方
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
開
館
日
　
月
〜
土
曜
日

（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

◇
開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

◇
対
象
　
下
仁
田
町
在
住
・
在
勤
者

◇
貸
出
期
間
　
２
週
間

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て

「
下
仁
田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁

田
町
の
名
称
や
史
跡
、
歴
史
や
文

化
に
つ
い
て
学
び
、
さ
ら
に
自
然

や
教
育
、
町
の
現
状
な
ど
多
目
的

な
視
点
で
下
仁
田
町
に
つ
い
て
学

ぶ
講
座
で
す
。
受
講
申
込
す
る
程

で
も
な
い
が
、
下
仁
田
町
に
関
心

が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
聞
い
て

み
た
い
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で

す
。

◇
日
時
　12
月
16
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

◇
場
所
　下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

◇
講
座
内
容

　下
仁
田
ネ
ギ
と
こ

ん
に
ゃ
く
に
つ
い
て

◇
講
師

　下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の

会
会
長
　
里
見
哲
夫
先
生

◇
受
講
料
　
無
料

　
11
月
10
日
（
土
）
〜
12
日
（
月
）

に
第
39
回
町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

が
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
１
年
間
で
、
文
化
協
会
会

員
の
み
な
さ
ん
や
町
民
の
方
々
、
ま

た
公
民
館
の
成
人
講
座
の
受
講
者
が

制
作
し
た
絵
画
、
写
真
、
手
芸
、
書

な
ど
様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

♪
図
書
室
に

お
越
し
く
だ
さ
い
♪

♪
図
書
室
に

お
越
し
く
だ
さ
い
♪

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下
仁
田
学
オ
ー
プ
ン
参
加
の

ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより
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有
料
広
告

月
12

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の

お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認

も
お
忘
れ
な
く
！

12
月
29
日（
土
）・30
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
月
）・
２０
日（
木
）・
２７
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
木
）・
18
日（
金
）・
30
日

（
水
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
６
期・

介
護
保
険
料
６
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
６
期

納
期
限
は
12
月
25
日（
火
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

12
月
の
支
払
日

1
月
の
支
払
日

有
料
広
告

有
料
広
告

【予防法】　１.流行前の予防接種　２.手洗い　３.湿度を保つ　４.人混みを避ける
【咳エチケットを守ろう】　咳やくしゃみが続く時、する時は…
●必ずマスクをします。透過性の低い不織布製のマスクが◎
●ティッシュペーパーなどで口や鼻を押さえ、他の人から顔をそら
　して１～２ｍ以上離れましょう。
●鼻水や痰はティッシュペーパーに出し、すぐにふたつきのゴミ箱
　に捨てて、手洗いをしましょう。
【治療】　インフルエンザにかかったかなと思ったら、早めに受診し
ましょう。熱が下がってからも２日間は出勤・登校、外出を控えます。
世話をする人はマスクをし、手洗いをしましょう。
●問い合わせ　保健環境課　保健予防係　☎82-5490

インフルエンザに備えよう

お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P16～P19
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P20～P22
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P16～P19
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P20～P22下仁田町下仁田町

広
報
２０１８年

月
広
報しもにたしもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０１８年

1212
No752

月月

Shimonita Pride in

町の人、自ら行う
予防消防

10月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

佐 藤　信　正

福 田　正　義

太 田　慶　一

堀 口　糸　江

（たづ子）

（里　織）

（　保　）

（博　之）

矢　川

下青倉

西野牧

栗　山

地　区
ご出産おめでとうございます

桐 渕　惟 人 　（陽祐・美幸）  小　川

（保護者）出　生　児
ありと

人口
　男
　女
世帯

（　 9）
（　 5）
（　 4）
（　 2）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,421人
3,660人
3,761人
3,310世帯

転入  8人/  出生 1人
転出  11人/  死亡 7人

（11月1日現在）

（10月中）

・・

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
土 屋　  徹　　　 （宮　室）
貫 井　奈津子　　（吉　崎）｛
田 村　  亮　 　　（旭　町）
大井田　琴　　　 （旭　町）｛

空気の乾燥シーズン到来
　『火の元確認』が一番の火災予防

空気の乾燥シーズン到来
　『火の元確認』が一番の火災予防

下仁田町消防団・消防署
「秋季消防点検」

下仁田町消防団・消防署
「秋季消防点検」

道の駅しもにた
リニューアルオープン
道の駅しもにた

リニューアルオープン

キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中
100円
1枚
2個まで

100円
1枚
2個まで

右記チケット提示で一から手作りの
  「手作りパン」通常200円以内⇒100円

手作りパン好評につき12/3～20まで手作りパン好評につき12/3～20まで


